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国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

⾥ 2020 年度ࡏࠅ研究ϋρφϭーέߑ஛概要ᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹ  M

 研究ʀިླྀϋρφϭーέࡏࠅʀ研究ंͳ͹ؖؽ͹研究ࠅ֦
ジェンダー研究所は、国内・海外の研究機関ٶび研究者らと広くϋットワークを構஛してきた。2020 年度

は新型コロナ感染֨⼤の影響をण͜たが、オンラインで国際シンポジウムを開催するなど国際交流や国際ڠ
同研究に੷ۅ的に取りૌみ、Ϧーロッパ、ΠジΠ・オセΠωΠ、๼ธ地Үのܯ 26 の教育研究機関の 30 名の
研究者らとの研究交流があった。ಝにόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥのジェンダー研究センνーと IGS に
よる INTPART プロジェクトでは、オンラインで国際ڠ同シンポジウムを開催したほか、Πンλロジープロジ
ェクトでは NTNU および IGS の研究者がڠ同ࣧජをすすめたʤ本ๅࠄॽ 96 นࢂলʥ。ΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学
ʤAITʥと IGS による国際教育交流プログラムŊAIT ワークショップŋでは、海外ഁݥはかなわなかったが、オ
ンラインで国際シンポジウムが開催されたʤ本ๅࠄॽ 48 นࢂলʥ。 

ジェンダー研究ॶをڎ఼ͳͤΖ国際ジェンダー研究ϋρφϭーέ΢ϟージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 �
䝜䝹䜴ェー：䝜䝹䜴ェー⛉学ᢏ

⾡大学䠄NTNU䠅ジェンダー研

究䝉ン䝍ー/ク䝸䝇䝔䜱䜰ン䞉䝭䜿

䝹䝉ン研究所/䝧䝹䝀ン大学  
䜸ー䝇ト䝸䜰：䝄䝹䝒䝤䝹ク大

学 
䝣䝷ン䝇：䝟ン䝔䜸ン䞉䜰䝃䝇大

学 
䜲䜼䝸䝇：ロン䝗ン大学/ロン䝗ン

大学ク䜲ーン䞉メ䜰䝸ーᰯ 
 

ྎ‴：国立ྎ‴大学/ྎ‴国

立ᨻ἞大学/ྎ‴法ᚊ学㝔 
㡑国：㔩ᒣ大学/㡑国ジェンダ

ーᨻ἞研究所 /䝋䜴䝹大学᪥

本研究所/䝋䜴䝹大学国㝿ၥ㢟

研 究 所 /National Museum of 
Korean Contemporary History 
㤶 ：㤶 ᾐ᭳大学♫఍⛉学

㝔䞉ᩥ学㝔/ᕊ༡大学 
䝍䜲：䜰ジ䜰ᕤ⛉大学㝔大学 
䜲ン䝗䝛䝅䜰：䜲ン䝗䝛䝅䜰大

学ᡓ␎ⓗ国㝿研究大学㝔ジ

ェンダー研究䝉ン䝍ー/䝃䝔䜱

䝲䞉䝽䝏䝱䝘䞉䜻䝸䝇トᩍ大学 䜲

ン䝗䝛䝅䜰女ᛶ䞉ジェンダー䞉子

౪学఍ 
䜸ー䝇ト䝷䝸䜰：䝇䜴䜱ンバーンᕤ

⛉ 大 学 / 䝷 䞉 ト ロ ー 䝤 大 学

/Victorian Assisted Reproductive 
Treatment Authority / 

Women and Diversity in East 
asian political Representation
䠄WondeR䠅䠄᪥㡑ྎ䠏䜹国䠅/ 
᪥本ᨻ἞学఍「ジェンダー䛸

ᨻ἞」研究఍/「East Asian 
International Relations 
Theory」研究఍/国㝿⛣ື䛸

ジェンダー研究఍/⤒῭⌮ㄽ

学఍ศ㔝ูジェンダーศ⛉

఍/⌧௦規⠊⌮ㄽ研究఍/国
立⢭⚄䞉⚄⤒་⒪研究䝉ン

䝍ー⮫ᗋ研究ᨭ᥼㒊研究プ

ロジェクト「➽ジ䝇トロ䝣䜱ーの

Ⓨ⑕๓䞉᪩ᮇデ᩿お䜘䜃᪩

ᮇ἞⒪䛻お䛡䜛೔⌮ⓗㄢ㢟

の᳨ウ」研究఍/国㝿ジェンダ

ー学఍「㛤Ⓨ䛸ジェンダー」研

究఍ 

䝶ーロ䝑䝟 䜰ジ䜰䞉䜸䝉䜰䝙䜰 ᪥ᮏ ໭⡿ 

⡿国：᪥本䇷䜰メ䝸䜹女ᛶᨻ἞

学⪅䝅ン䝫ジ䜴䝮䠄Japan-
America Women Political 
Scientists Symposium, JAWS䠅

/䝽䝅ントン䜹䝺䝑ジ/䜰メ䝸䜹ン

大学/䝤䝸䝑ジ䝫ート大学/䝫䝰

䝘䜹䝺䝑ジ/䝝䝽䜲大学 
䜹䝘ダ：䝷バ䝹大学 
 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

㸯㸧ᾏእ◊✲஺ὶ�

■ジェンダー研究所所଒の研究者が 2020 年度に研究交流またはڠ同研究をした海外の研究者 
 
ʽΠジΠ・オセΠωΠʾ 

ԭ⻑ྲʤChang-Ling Huangʥʤ国ཱིୈ࿹⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ʰ౨ΠジΠにお͜る੕࣑とジェンダーʱ研究プロジェクトの研究ڢ⼒者。ؘ国ジェンダー੕࣑研究所との
ॽࠄ同研究のୈ࿹国会٠ҽΠンίート調査を実施、࿨ชのࣧජ。ʤ本ๅڠ 18 นࢂলʥ 

 
༸ᇧᘭʤWan-Ying Yangʥʤୈ࿹国ཱི੕࣑⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
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ʰ౨ΠジΠにお͜る੕࣑とジェンダーʱ研究プロジェクトの研究ڢ⼒者。ؘ国ジェンダー੕࣑研究所との
ॽࠄ同研究のୈ࿹国会٠ҽΠンίート調査を実施、࿨ชのࣧජ。ʤ本ๅڠ 18 นࢂলʥ 

 
Ah-ran Hwangʤ佄ࢃ⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄⼀ൢڠ同研究ʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫに関するޮࣞ、⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ
本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ研究プロジェクトのڠ同研究を実施。研究成果൅න・࿨ชのࣧජ。 

 
Jinock Leeʤؘ国ジェンダー੕࣑研究所研究җҽʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄⼀ൢڠ同研究ʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫに関するޮࣞ、⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ
本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ研究プロジェクトのڠ同研究を実施。研究成果൅න・࿨ชのࣧජ。 

 
Soo-hyun Kwon ʤؘ国ジェンダー੕࣑研究所研究җҽʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄⼀ൢڠ同研究ʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫに関するޮࣞ、⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ
本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ研究プロジェクトのڠ同研究を実施。研究成果൅න・࿨ชのࣧජ。 

 ஸ࿨ช “It’s Money that Matters in the End: the Impact of Gender-targeted Public Funding on Political Partiesڠ

and Women Candidates in South Korea.” ࣧජ、,nternational Political Science 5eview のಝ集に౦ߚ 

  

80

ジェンダー2020事業報告書cc2018.indd   80 2021/09/09   12:24:35



国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

⾥ 2020 年度ࡏࠅ研究ϋρφϭーέߑ஛概要ᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹᴹ  M

 研究ʀިླྀϋρφϭーέࡏࠅʀ研究ंͳ͹ؖؽ͹研究ࠅ֦
ジェンダー研究所は、国内・海外の研究機関ٶび研究者らと広くϋットワークを構஛してきた。2020 年度

は新型コロナ感染֨⼤の影響をण͜たが、オンラインで国際シンポジウムを開催するなど国際交流や国際ڠ
同研究に੷ۅ的に取りૌみ、Ϧーロッパ、ΠジΠ・オセΠωΠ、๼ธ地Үのܯ 26 の教育研究機関の 30 名の
研究者らとの研究交流があった。ಝにόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥのジェンダー研究センνーと IGS に
よる INTPART プロジェクトでは、オンラインで国際ڠ同シンポジウムを開催したほか、Πンλロジープロジ
ェクトでは NTNU および IGS の研究者がڠ同ࣧජをすすめたʤ本ๅࠄॽ 96 นࢂলʥ。ΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学
ʤAITʥと IGS による国際教育交流プログラムŊAIT ワークショップŋでは、海外ഁݥはかなわなかったが、オ
ンラインで国際シンポジウムが開催されたʤ本ๅࠄॽ 48 นࢂলʥ。 

ジェンダー研究ॶをڎ఼ͳͤΖ国際ジェンダー研究ϋρφϭーέ΢ϟージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 �
䝜䝹䜴ェー：䝜䝹䜴ェー⛉学ᢏ

⾡大学䠄NTNU䠅ジェンダー研

究䝉ン䝍ー/ク䝸䝇䝔䜱䜰ン䞉䝭䜿

䝹䝉ン研究所/䝧䝹䝀ン大学  
䜸ー䝇ト䝸䜰：䝄䝹䝒䝤䝹ク大

学 
䝣䝷ン䝇：䝟ン䝔䜸ン䞉䜰䝃䝇大

学 
䜲䜼䝸䝇：ロン䝗ン大学/ロン䝗ン

大学ク䜲ーン䞉メ䜰䝸ーᰯ 
 

ྎ‴：国立ྎ‴大学/ྎ‴国

立ᨻ἞大学/ྎ‴法ᚊ学㝔 
㡑国：㔩ᒣ大学/㡑国ジェンダ

ーᨻ἞研究所 /䝋䜴䝹大学᪥

本研究所/䝋䜴䝹大学国㝿ၥ㢟

研 究 所 /National Museum of 
Korean Contemporary History 
㤶 ：㤶 ᾐ᭳大学♫఍⛉学

㝔䞉ᩥ学㝔/ᕊ༡大学 
䝍䜲：䜰ジ䜰ᕤ⛉大学㝔大学 
䜲ン䝗䝛䝅䜰：䜲ン䝗䝛䝅䜰大

学ᡓ␎ⓗ国㝿研究大学㝔ジ

ェンダー研究䝉ン䝍ー/䝃䝔䜱

䝲䞉䝽䝏䝱䝘䞉䜻䝸䝇トᩍ大学 䜲

ン䝗䝛䝅䜰女ᛶ䞉ジェンダー䞉子

౪学఍ 
䜸ー䝇ト䝷䝸䜰：䝇䜴䜱ンバーンᕤ

⛉ 大 学 / 䝷 䞉 ト ロ ー 䝤 大 学

/Victorian Assisted Reproductive 
Treatment Authority / 

Women and Diversity in East 
asian political Representation
䠄WondeR䠅䠄᪥㡑ྎ䠏䜹国䠅/ 
᪥本ᨻ἞学఍「ジェンダー䛸

ᨻ἞」研究఍/「East Asian 
International Relations 
Theory」研究఍/国㝿⛣ື䛸

ジェンダー研究఍/⤒῭⌮ㄽ

学఍ศ㔝ูジェンダーศ⛉

఍/⌧௦規⠊⌮ㄽ研究఍/国
立⢭⚄䞉⚄⤒་⒪研究䝉ン

䝍ー⮫ᗋ研究ᨭ᥼㒊研究プ

ロジェクト「➽ジ䝇トロ䝣䜱ーの

Ⓨ⑕๓䞉᪩ᮇデ᩿お䜘䜃᪩

ᮇ἞⒪䛻お䛡䜛೔⌮ⓗㄢ㢟

の᳨ウ」研究఍/国㝿ジェンダ

ー学఍「㛤Ⓨ䛸ジェンダー」研

究఍ 

䝶ーロ䝑䝟 䜰ジ䜰䞉䜸䝉䜰䝙䜰 ᪥ᮏ ໭⡿ 

⡿国：᪥本䇷䜰メ䝸䜹女ᛶᨻ἞

学⪅䝅ン䝫ジ䜴䝮䠄Japan-
America Women Political 
Scientists Symposium, JAWS䠅

/䝽䝅ントン䜹䝺䝑ジ/䜰メ䝸䜹ン

大学/䝤䝸䝑ジ䝫ート大学/䝫䝰

䝘䜹䝺䝑ジ/䝝䝽䜲大学 
䜹䝘ダ：䝷バ䝹大学 
 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

㸯㸧ᾏእ◊✲஺ὶ�

■ジェンダー研究所所଒の研究者が 2020 年度に研究交流またはڠ同研究をした海外の研究者 
 
ʽΠジΠ・オセΠωΠʾ 

ԭ⻑ྲʤChang-Ling Huangʥʤ国ཱིୈ࿹⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ʰ౨ΠジΠにお͜る੕࣑とジェンダーʱ研究プロジェクトの研究ڢ⼒者。ؘ国ジェンダー੕࣑研究所との
ॽࠄ同研究のୈ࿹国会٠ҽΠンίート調査を実施、࿨ชのࣧජ。ʤ本ๅڠ 18 นࢂলʥ 

 
༸ᇧᘭʤWan-Ying Yangʥʤୈ࿹国ཱི੕࣑⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ʰ౨ΠジΠにお͜る੕࣑とジェンダーʱ研究プロジェクトの研究ڢ⼒者。ؘ国ジェンダー੕࣑研究所との
ॽࠄ同研究のୈ࿹国会٠ҽΠンίート調査を実施、࿨ชのࣧජ。ʤ本ๅڠ 18 นࢂলʥ 

 
Ah-ran Hwangʤ佄ࢃ⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄⼀ൢڠ同研究ʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫに関するޮࣞ、⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ
本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ研究プロジェクトのڠ同研究を実施。研究成果൅න・࿨ชのࣧජ。 

 
Jinock Leeʤؘ国ジェンダー੕࣑研究所研究җҽʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄⼀ൢڠ同研究ʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫに関するޮࣞ、⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ
本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ研究プロジェクトのڠ同研究を実施。研究成果൅න・࿨ชのࣧජ。 

 
Soo-hyun Kwon ʤؘ国ジェンダー੕࣑研究所研究җҽʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄⼀ൢڠ同研究ʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫに関するޮࣞ、⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ
本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ研究プロジェクトのڠ同研究を実施。研究成果൅න・࿨ชのࣧජ。 

 ஸ࿨ช “It’s Money that Matters in the End: the Impact of Gender-targeted Public Funding on Political Partiesڠ

and Women Candidates in South Korea.” ࣧජ、,nternational Political Science 5eview のಝ集に౦ߚ 

  

81

ジェンダー2020事業報告書cc2018.indd   81 2021/09/09   12:24:36



国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

Chia-Ling Wuʤ国ཱིୈ࿹⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2020 年 7 ⽉ 16 ೖに IGS 国際オンラインセミナーʰίΠのインフラストラクοϡーとしてのྡজデーνๅ
 ʁ⽣৫ึঁٗढ़ʤARTʥのྡজ݃果登࿧に対するフェミωストΠプローοʱに招聘し、娖Data Reportingࠄ
as Care Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registriesnと題したๅࠄの後、ྡজデーνをよりྒྷい̘̩
̫ίΠに఺׷するために、Ձが重要か、ೖ本・ୈ࿹・ؘ国の研究者もࢂՅして౾࿨した。ʤ本ๅࠄॽ 51 น
 লʥࢂ

 

Ani SoetjiptoʤインドϋシΠ⼤学०教授ʥ、$Y\DQWKL $]LVʤインドϋシΠ⼤学ࢥߪʥ 

ʴ୴౲ʵฑ໼ܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
研究Ϥωットのϟンバー。Soetjiptoܐ会学෨国際関ऀ࣑っているインドϋシΠ⼤学੕ߨ同研究をڠ 、ࢱ
Azis ޤ的ディΠスポラʗΠジΠ地Үにお͜るインドϋシΠਕ移े࿓ಉ者ฯ࣑する研究会ʰ੕࠽が主ࢱ
へ向͜てʱ୊ 2 յ研究会において、インドϋシΠਕ移ेՊ事࿓ಉ者に関する研究ๅࠄをおこなったʤオン
ライン形ࣞ、2021 年 2 ⽉ 10 ೖʥ。 

 

Deborah Dempsey �スウィンバーン޽Ռ⼤学०教授ʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2020 年 9 ⽉ 9 ೖに IGS 国際オンラインセミナーに招聘し、h Families of StrangersʃDonor-linked Families in 
Victoria, Australiaʱと題したๅࠄのあと、ドナーリンΫングを取りתく໲題について、セミナーࢂՅ者とと
もにқ⾒交׷、౾࿨した。また 2021 年 Cambridge University Press からड़൝༩定のॽ੸ Donor�linNed families 
in tKe diJital aJe� 5elatedness and reJulationʤDempsey ०教授とラ・トローϔ⼤学の Fiona Kelly 教授ฦஸʥの
1 হをࣧජするために、৚ๅ交׷をߨっている。ʤ本ๅࠄॽ 55 นࢂলʥ 

 

Fiona Kelly �ラ・トローϔ⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2021 年 Cambridge University Press からड़൝༩定のॽ੸ Donor�linNed families in tKe diJital aJe� 5elatedness and 
reJulationʤスウィンバーン޽Ռ⼤学の Deborah Dempsey ०教授と Kelly 教授ฦஸʥの 1 হをࣧජするため
に、৚ๅ交׷をߨっている。 

 

Kate Bourne �Victorian Assisted Reproductive Treatment Authority 不ೝカウンセラー� 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
ઍഀがೖ本の代න、Bourne ժし、2020ة同研究をڠ、がオーストラリΠの代නとなりࢱ 年 9 ⽉にೖ߿研究交
流ۜخ事業に Information Sharing within Donor-conceived Families in Japan and Australia という題໪でԢูし
た。交流ۜخにࡀ୔はされなかったが、Cambridge University Press からड़൝༩定のॽ੸ Donor�linNed families 
in tKe diJital aJe� 5elatedness and reJulationʤスウィンバーン޽Ռ⼤学の Deborah Dempsey ०教授と Kelly 教
授ฦஸʥのࣧජのために、৚ๅ交׷をߨっている。 

 

June-Ok Ha �National Museum of Korean Contemporary History シωΠ学ܵҽ� 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2020 年 7 ⽉ 16 ೖに IGS 国際オンラインセミナーʰίΠのインフラストラクοϡーとしてのྡজデーνๅ
Յしてもࢂʁ⽣৫ึঁٗढ़ʤARTʥのྡজ݃果登࿧に対するフェミωストΠプローοʱにؘ国からಝพࠄ
らい、ؘ国の状況についてઈ໎していただき、ྡজデーνをよりྒྷい̘̩̫ίΠに఺׷するためにՁが重
要かについて⼀ॻに౾࿨した。ʤ本ๅࠄॽ 51 นࢂলʥ 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

ʽϦーロッパʾ 

Elizabeth Evansʤロンドン⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Politics 	 GenderʤΠϟリカ੕࣑学会学会ࢿʥのಝ集ʰWomenbs Partyʤ⼥性੕ౚʥʱのڠ同੻任ฦ集担当ʤオン
ライン First View 2019 年൅ߨʥ。ࢶഖରࢿࡸは 2020 年 3 ⽉ड़൝。 

 

Rainbow Murray ʤロンドン⼤学クイーン・ϟΠリーߏ教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Rainbow Murray, Vibeke Wang, Ragnhild Louise Muriaas 教授らが ,nternational Political Science 5eview のಝ集
ʰGender and Financial Cost of Elected Office Worldwideʱをڠ同ةժしたことをきっか͜に、2019 年からワ
ークショップや࿨ชࣧජの過ఖで研究交流をߨなっている。 

 

Vibeke Wang ʤクリスτィΠン・ミίルセン研究所シωΠ・リγーοϡーʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2013 年以来研究交流。ಝに ,nternational Political Science 5eview のಝ集ʰGender and Financial Cost of 
Elected Office Worldwideʱをڠ同ةժしたことをきっか͜に、2019 年からワークショップや࿨ชࣧජの過
ఖで研究交流を਄めている。 

 

Ragnhild Louise Muriaas ʤϗルゲン⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2013 年以来研究交流。ಝに ,nternational Political Science 5eview のಝ集ʰGender and Financial Cost of 
Elected Office Worldwideʱをڠ同ةժしたことをきっか͜に、2019 年からワークショップや࿨ชࣧජの過
ఖで研究交流を਄めている。 

 

$QQH %UXQoQ�(UQVWʤパンτオン・Πγス⼤学教授ʥ 
ʴ୴౲ʵ൚井広໎ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
オーストラリΠにお͜るϗンγムのパόプτィコン構૟をめ͛って、不定期のオンライン会٠や、2021 年 3 ⽉ 31
ೖに開かれた 5th EAIHN Online SeminarnTrans-Pacific Perspective on the British Empire”でқ⾒交׷をおこなった。 

 

Guro Korsners KristensenʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学教授ʥ 
ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2019 年度から始動しているόルウェーՌ学ٗढ़⼤学と IGS の್国間ڠ同研究ʤINTPART プロジェクトʥの⼀؂
として、Kristensen とはೖ本とόルウェーのフΟミリープランωングとड़⽣ིに関࿊する⽐較研究をすすめてࢱ
いる。研究の成果として、್国間ڠ同研究の成果෼となるॽ੸ Same but Different? Comparative Perspectives on 
Gender Equality and Diversity in Japan and Norwayʤ2021 年 Routledge よりड़൝される༩定ʥに所फされる࿨
ช、Chapter 12 娖Public Discourses on Fertility and Family Planning in Japan and Norway”をڠ同ࣧජ中。ʤ本ๅࠄॽ 26
นおよび 96〜98 นࢂলʥ 
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国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

Chia-Ling Wuʤ国ཱིୈ࿹⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2020 年 7 ⽉ 16 ೖに IGS 国際オンラインセミナーʰίΠのインフラストラクοϡーとしてのྡজデーνๅ
 ʁ⽣৫ึঁٗढ़ʤARTʥのྡজ݃果登࿧に対するフェミωストΠプローοʱに招聘し、娖Data Reportingࠄ
as Care Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registriesnと題したๅࠄの後、ྡজデーνをよりྒྷい̘̩
̫ίΠに఺׷するために、Ձが重要か、ೖ本・ୈ࿹・ؘ国の研究者もࢂՅして౾࿨した。ʤ本ๅࠄॽ 51 น
 লʥࢂ

 

Ani SoetjiptoʤインドϋシΠ⼤学०教授ʥ、$Y\DQWKL $]LVʤインドϋシΠ⼤学ࢥߪʥ 

ʴ୴౲ʵฑ໼ܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
研究Ϥωットのϟンバー。Soetjiptoܐ会学෨国際関ऀ࣑っているインドϋシΠ⼤学੕ߨ同研究をڠ 、ࢱ
Azis ޤ的ディΠスポラʗΠジΠ地Үにお͜るインドϋシΠਕ移े࿓ಉ者ฯ࣑する研究会ʰ੕࠽が主ࢱ
へ向͜てʱ୊ 2 յ研究会において、インドϋシΠਕ移ेՊ事࿓ಉ者に関する研究ๅࠄをおこなったʤオン
ライン形ࣞ、2021 年 2 ⽉ 10 ೖʥ。 

 

Deborah Dempsey �スウィンバーン޽Ռ⼤学०教授ʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2020 年 9 ⽉ 9 ೖに IGS 国際オンラインセミナーに招聘し、h Families of StrangersʃDonor-linked Families in 
Victoria, Australiaʱと題したๅࠄのあと、ドナーリンΫングを取りתく໲題について、セミナーࢂՅ者とと
もにқ⾒交׷、౾࿨した。また 2021 年 Cambridge University Press からड़൝༩定のॽ੸ Donor�linNed families 
in tKe diJital aJe� 5elatedness and reJulationʤDempsey ०教授とラ・トローϔ⼤学の Fiona Kelly 教授ฦஸʥの
1 হをࣧජするために、৚ๅ交׷をߨっている。ʤ本ๅࠄॽ 55 นࢂলʥ 

 

Fiona Kelly �ラ・トローϔ⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2021 年 Cambridge University Press からड़൝༩定のॽ੸ Donor�linNed families in tKe diJital aJe� 5elatedness and 
reJulationʤスウィンバーン޽Ռ⼤学の Deborah Dempsey ०教授と Kelly 教授ฦஸʥの 1 হをࣧජするため
に、৚ๅ交׷をߨっている。 

 

Kate Bourne �Victorian Assisted Reproductive Treatment Authority 不ೝカウンセラー� 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
ઍഀがೖ本の代න、Bourne ժし、2020ة同研究をڠ、がオーストラリΠの代නとなりࢱ 年 9 ⽉にೖ߿研究交
流ۜخ事業に Information Sharing within Donor-conceived Families in Japan and Australia という題໪でԢูし
た。交流ۜخにࡀ୔はされなかったが、Cambridge University Press からड़൝༩定のॽ੸ Donor�linNed families 
in tKe diJital aJe� 5elatedness and reJulationʤスウィンバーン޽Ռ⼤学の Deborah Dempsey ०教授と Kelly 教
授ฦஸʥのࣧජのために、৚ๅ交׷をߨっている。 

 

June-Ok Ha �National Museum of Korean Contemporary History シωΠ学ܵҽ� 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2020 年 7 ⽉ 16 ೖに IGS 国際オンラインセミナーʰίΠのインフラストラクοϡーとしてのྡজデーνๅ
Յしてもࢂʁ⽣৫ึঁٗढ़ʤARTʥのྡজ݃果登࿧に対するフェミωストΠプローοʱにؘ国からಝพࠄ
らい、ؘ国の状況についてઈ໎していただき、ྡজデーνをよりྒྷい̘̩̫ίΠに఺׷するためにՁが重
要かについて⼀ॻに౾࿨した。ʤ本ๅࠄॽ 51 นࢂলʥ 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

ʽϦーロッパʾ 

Elizabeth Evansʤロンドン⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Politics 	 GenderʤΠϟリカ੕࣑学会学会ࢿʥのಝ集ʰWomenbs Partyʤ⼥性੕ౚʥʱのڠ同੻任ฦ集担当ʤオン
ライン First View 2019 年൅ߨʥ。ࢶഖରࢿࡸは 2020 年 3 ⽉ड़൝。 

 

Rainbow Murray ʤロンドン⼤学クイーン・ϟΠリーߏ教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Rainbow Murray, Vibeke Wang, Ragnhild Louise Muriaas 教授らが ,nternational Political Science 5eview のಝ集
ʰGender and Financial Cost of Elected Office Worldwideʱをڠ同ةժしたことをきっか͜に、2019 年からワ
ークショップや࿨ชࣧජの過ఖで研究交流をߨなっている。 

 

Vibeke Wang ʤクリスτィΠン・ミίルセン研究所シωΠ・リγーοϡーʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2013 年以来研究交流。ಝに ,nternational Political Science 5eview のಝ集ʰGender and Financial Cost of 
Elected Office Worldwideʱをڠ同ةժしたことをきっか͜に、2019 年からワークショップや࿨ชࣧජの過
ఖで研究交流を਄めている。 

 

Ragnhild Louise Muriaas ʤϗルゲン⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2013 年以来研究交流。ಝに ,nternational Political Science 5eview のಝ集ʰGender and Financial Cost of 
Elected Office Worldwideʱをڠ同ةժしたことをきっか͜に、2019 年からワークショップや࿨ชࣧජの過
ఖで研究交流を਄めている。 

 

$QQH %UXQoQ�(UQVWʤパンτオン・Πγス⼤学教授ʥ 
ʴ୴౲ʵ൚井広໎ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
オーストラリΠにお͜るϗンγムのパόプτィコン構૟をめ͛って、不定期のオンライン会٠や、2021 年 3 ⽉ 31
ೖに開かれた 5th EAIHN Online SeminarnTrans-Pacific Perspective on the British Empire”でқ⾒交׷をおこなった。 

 

Guro Korsners KristensenʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学教授ʥ 
ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2019 年度から始動しているόルウェーՌ学ٗढ़⼤学と IGS の್国間ڠ同研究ʤINTPART プロジェクトʥの⼀؂
として、Kristensen とはೖ本とόルウェーのフΟミリープランωングとड़⽣ིに関࿊する⽐較研究をすすめてࢱ
いる。研究の成果として、್国間ڠ同研究の成果෼となるॽ੸ Same but Different? Comparative Perspectives on 
Gender Equality and Diversity in Japan and Norwayʤ2021 年 Routledge よりड़൝される༩定ʥに所फされる࿨
ช、Chapter 12 娖Public Discourses on Fertility and Family Planning in Japan and Norway”をڠ同ࣧජ中。ʤ本ๅࠄॽ 26
นおよび 96〜98 นࢂলʥ 
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ʽϦーロッパʾ 

Merete LieʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2019 年度から始動しているόルウェーՌ学ٗढ़⼤学と IGS の್国間ڠ同研究ʤINTPART プロジェクトʥの⼀؂
として、Lie とはೖ本とόルウェーの⽣৫ҫྏとジェンダーに関࿊する⽐較研究をすすめている。研究の成果とࢱ
して、್国間ڠ同研究の成果෼となるॽ੸ Same but Different? Comparative Perspectives on Gender Equality and 
Diversity in Japan and Norwayʤ2021 年 Routledge よりड़൝される༩定ʥに所फされる࿨ช、Chapter 13 娖Assisted 
Reproduction in Donated Eggs/Sperm in Norway and JapanʗThe Development of the Norwegian and Japanese Regulation of 
Assisted Reproduction”をڠ同ࣧජ中。ʤ本ๅࠄॽ 28 นおよび 96〜98 นࢂলʥ 

ʽ๼ธʾ 

Linda Hasunumaʤϔリッジポート⼤学ঁ教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
ӵช学ढ़ࢿࡸ Journal of :omen� Politics and Policyʤ2019ʥにڠஸ࿨ชn#MeToo in Japan and South Korea : 
#WeToo, #WithYou,”ࣧජ。本࿨ชが 2020 年 1 ⽉ Routledge ऀからड़൝。2019 年度 JAWSʤϚストンʥの
ॽࠄ同フΟシリτーνー。ʤ本ๅڠ 90〜93 นࢂলʥ 

 

Melissa DeckmanʤワシントンカϪッジ教授ʥ  

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
୊ 10 յ JAWSʤೖ本開催、オンラインʥにてパϋリスト担当。ʤ本ๅࠄॽ 90〜93 นࢂলʥ。 

 

Kimberly Cowell-MeyersʤΠϟリカン⼤学ঁ教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Politics 	 GenderʤΠϟリカ੕࣑学会学会ࢿʥのಝ集ʰWomenbs Partyʤ⼥性੕ౚʥʱのڠ同੻任ฦ集担当ʤオン
ライン First View 2019 年൅ߨʥ。ࢶഖରࢿࡸは 2020 年 3 ⽉ड़൝。 

 

Angelina Chin �ポϠナカϪッジ०教授� 

ʴ୴౲ܛ࢛ڰ⼤ࠚʤIGS ०教授ʥ 
 ࠚಋ研究・研究ިླྀの֕གྷڠ࠙

Chin ०教授のポϠナカϪッジにお͜る授業の⼀؂としてߨわれたセミナーnFeminisms and Gender in East 
Asia|のゲストスピーカーとして招聘され、中国にお͜るೖ本܋ક時性๭⼒໲題をめ͛るӿڧ的ࢤ຿運動に
ついてオンラインでϪクοϡーをߨったʤ11 ⽉ 10 ೖʥ。 

 

Maura Stephens-Chuʤύワイ⼤学ࢥߪʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2020 年 11 ⽉ 21 ೖに IGS 国際オンラインセミナーʰ⽉ܨ教育と⼥性の⽣֖の݊߃ʱにࢥߪとして招聘し、

ʰ⽣理のसい๏と࿫し๏が⽣理ҡ常のྏ࣑の決定にも影響するʃೖ本の⼥⼦⼤⽣へのインνビϣーからʱ
と題したๅࠄのあと、ೖ本にお͜る⽉ܨ教育をとりまくऀ会的・ชԿ的ഐܢなども߻わせて、Ձが໲題か
や⽉ܨ教育の重要性について౾࿨した。ʤ本ๅࠄॽ 62 นࢂলʥ 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

˛ジェンダー研究所所଒の研究者が研究交流・ڠ同研究をしている海外の研究機関 

ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

ؘ国ジェンダー੕࣑研究所は 1999 年にઅཱིされた NPO。੕࣑෾໼にお͜るジェンダーάϡップを解ভす
るために世࿨ً׫、研究、ロビー活動をߨっている当֚෾໼で代න的な຿間研究所。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
当研究所理事を務める。2016 年〜2018 年にؘ国研究ࡔ஄からঁ成ۜをण୙し、ڠ同研究を実施。研究課
題はʰ٠会内੕࣑的代න੏の性ࠫについてのޮࣞ・⾮ޮࣞ੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ。 

 

λウル⼤学ೖ本研究所 

ೖ本研究の活性Կとೖؘ૮ޕ理解のଁ進を໪ඬとして 2004 年にઅཱི。ೖ本関࿊ࣁྋのफ集、国際学ढ़会
٠、学ढ़活動事業、৚ๅϋットワーク構஛、࣏世代ೖ本઒໵Պの཈成等の事業をਲ਼ߨ。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
学ढ़ࢿࡸʲೖ本൹඲ʳ海外ฦ集җҽ、ならびに、ڠ同研究プロジェクトʲ思૟とช学ʳڠ同研究ҽを務め
る。 

 

λウル⼤学国際໲題研究所�

λウル⼤学੕࣑外交学෨にઅཱིされ、外交໲題や国際੕࣑の研究に取りૌ΋研究所。研究活動の⼀෨とし
て Social Science KoreaʰEast Asian International Relations Theoryʱをਲ਼ߨ。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

Social Science KoreaʰEast Asian International Relations Theoryʱڠ同研究ҽ。౨ΠジΠの国際関ܐ理࿨にお
͜るフェミωスト国際੕࣑、ೖ本研究を担当。研究グループでڠஸʲ主ݘと⽐較地Ү஡঄ʳをड़൝ʤؘ国
2020、ޢ 年ʥ 

 

 ਃ၍⼤学ऀ会Ռ学Ӆ・ช学Ӆߕߵ

2017 年度よりऀ会Ռ学Ӆとช学Ӆの࿊携において *HQGHU 6WXGLHV &oQFHQWUDWLoQʤ性พ研究઒修課ఖʥを
અཱིし、ジェンダー研究෾໼にお͜る教育ର੏を構஛している。 

ʴ୴౲ʵ⼤ܛ࢛ڰʤ,*6 ०教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
担当教ҽがऀ会Ռ学Ӆ・ช学Ӆのڠ同プログラムであるジェンダー研究઒修課ఖの所଒教ҽらとのあいだ
で研究交流を実施している。 

 

ΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学ʤ$,7ʥݱࣁڧ؂開൅研究Ռʰジェンダーと開൅ʱ઒ߊ 

1959 年૓ཱིで 60 以上の地Үから 1700 ਕ以上の学⽣が学Ξでいる理ܧ޽を中ৼとしたસྊ੏の⼤学。学内
 。はジェンダー視点から開൅の໲題を研究しているߊで、当֚઒ޢはӵޢ༼ޮ

ʴ୴౲ʵೖ下෨ښ⼦ʤAIT 教授ʥ、申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ、൚井広໎ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
本学ジェンダーऀ会Ռ学઒ߊӅ⽣の AIT AIT、ݥഁ Ӆ⽣のೖ本でのフィールドワークण⼊による交׷研修
プログラムʰAIT ワークショップ ʤɦ本ๅࠄॽ 94〜95 นࢂলʥは、新型コロナ感染症֨⼤のため今年度は
実施できなかったが、20 年におよ΁ワークショップ開催をめ͛って、2021 年 2 ⽉ 1 ೖに国際シンポジウム
を AIT とڠ同で開催したʤ本ๅࠄॽ 48 นࢂলʥ。 
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ʽϦーロッパʾ 

Merete LieʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学教授ʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2019 年度から始動しているόルウェーՌ学ٗढ़⼤学と IGS の್国間ڠ同研究ʤINTPART プロジェクトʥの⼀؂
として、Lie とはೖ本とόルウェーの⽣৫ҫྏとジェンダーに関࿊する⽐較研究をすすめている。研究の成果とࢱ
して、್国間ڠ同研究の成果෼となるॽ੸ Same but Different? Comparative Perspectives on Gender Equality and 
Diversity in Japan and Norwayʤ2021 年 Routledge よりड़൝される༩定ʥに所फされる࿨ช、Chapter 13 娖Assisted 
Reproduction in Donated Eggs/Sperm in Norway and JapanʗThe Development of the Norwegian and Japanese Regulation of 
Assisted Reproduction”をڠ同ࣧජ中。ʤ本ๅࠄॽ 28 นおよび 96〜98 นࢂলʥ 

ʽ๼ธʾ 

Linda Hasunumaʤϔリッジポート⼤学ঁ教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
ӵช学ढ़ࢿࡸ Journal of :omen� Politics and Policyʤ2019ʥにڠஸ࿨ชn#MeToo in Japan and South Korea : 
#WeToo, #WithYou,”ࣧජ。本࿨ชが 2020 年 1 ⽉ Routledge ऀからड़൝。2019 年度 JAWSʤϚストンʥの
ॽࠄ同フΟシリτーνー。ʤ本ๅڠ 90〜93 นࢂলʥ 

 

Melissa DeckmanʤワシントンカϪッジ教授ʥ  

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
୊ 10 յ JAWSʤೖ本開催、オンラインʥにてパϋリスト担当。ʤ本ๅࠄॽ 90〜93 นࢂলʥ。 

 

Kimberly Cowell-MeyersʤΠϟリカン⼤学ঁ教授ʥ 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Politics 	 GenderʤΠϟリカ੕࣑学会学会ࢿʥのಝ集ʰWomenbs Partyʤ⼥性੕ౚʥʱのڠ同੻任ฦ集担当ʤオン
ライン First View 2019 年൅ߨʥ。ࢶഖରࢿࡸは 2020 年 3 ⽉ड़൝。 

 

Angelina Chin �ポϠナカϪッジ०教授� 

ʴ୴౲ܛ࢛ڰ⼤ࠚʤIGS ०教授ʥ 
 ࠚಋ研究・研究ިླྀの֕གྷڠ࠙

Chin ०教授のポϠナカϪッジにお͜る授業の⼀؂としてߨわれたセミナーnFeminisms and Gender in East 
Asia|のゲストスピーカーとして招聘され、中国にお͜るೖ本܋ક時性๭⼒໲題をめ͛るӿڧ的ࢤ຿運動に
ついてオンラインでϪクοϡーをߨったʤ11 ⽉ 10 ೖʥ。 

 

Maura Stephens-Chuʤύワイ⼤学ࢥߪʥ 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮ʤಝ任リγーοフェローʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2020 年 11 ⽉ 21 ೖに IGS 国際オンラインセミナーʰ⽉ܨ教育と⼥性の⽣֖の݊߃ʱにࢥߪとして招聘し、

ʰ⽣理のसい๏と࿫し๏が⽣理ҡ常のྏ࣑の決定にも影響するʃೖ本の⼥⼦⼤⽣へのインνビϣーからʱ
と題したๅࠄのあと、ೖ本にお͜る⽉ܨ教育をとりまくऀ会的・ชԿ的ഐܢなども߻わせて、Ձが໲題か
や⽉ܨ教育の重要性について౾࿨した。ʤ本ๅࠄॽ 62 นࢂলʥ 

 

˛ジェンダー研究所所଒の研究者が研究交流・ڠ同研究をしている海外の研究機関 

ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

ؘ国ジェンダー੕࣑研究所は 1999 年にઅཱིされた NPO。੕࣑෾໼にお͜るジェンダーάϡップを解ভす
るために世࿨ً׫、研究、ロビー活動をߨっている当֚෾໼で代න的な຿間研究所。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
当研究所理事を務める。2016 年〜2018 年にؘ国研究ࡔ஄からঁ成ۜをण୙し、ڠ同研究を実施。研究課
題はʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫに関するޮࣞ・⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ。 

 

λウル⼤学ೖ本研究所 

ೖ本研究の活性Կとೖؘ૮ޕ理解のଁ進を໪ඬとして 2004 年にઅཱི。ೖ本関࿊ࣁྋのफ集、国際学ढ़会
٠、学ढ़活動事業、৚ๅϋットワーク構஛、࣏世代ೖ本઒໵Պの཈成等の事業をਲ਼ߨ。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
学ढ़ࢿࡸʲೖ本൹඲ʳ海外ฦ集җҽ、ならびに、ڠ同研究プロジェクトʲ思૟とช学ʳڠ同研究ҽを務め
る。 

 

λウル⼤学国際໲題研究所�

λウル⼤学੕࣑外交学෨にઅཱིされ、外交໲題や国際੕࣑の研究に取りૌ΋研究所。研究活動の⼀෨とし
て Social Science KoreaʰEast Asian International Relations Theoryʱをਲ਼ߨ。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

Social Science KoreaʰEast Asian International Relations Theoryʱڠ同研究ҽ。౨ΠジΠの国際関ܐ理࿨にお
͜るフェミωスト国際੕࣑、ೖ本研究を担当。研究グループでڠஸʲ主ݘと⽐較地Ү஡঄ʳをड़൝ʤؘ国
2020、ޢ 年ʥ 

 

 ਃ၍⼤学ऀ会Ռ学Ӆ・ช学Ӆߕߵ

2017 年度よりऀ会Ռ学Ӆとช学Ӆの࿊携において *HQGHU 6WXGLHV &oQFHQWUDWLoQʤ性พ研究઒修課ఖʥを
અཱིし、ジェンダー研究෾໼にお͜る教育ର੏を構஛している。 

ʴ୴౲ʵ⼤ܛ࢛ڰʤ,*6 ०教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
担当教ҽがऀ会Ռ学Ӆ・ช学Ӆのڠ同プログラムであるジェンダー研究઒修課ఖの所଒教ҽらとのあいだ
で研究交流を実施している。 

 

ΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学ʤ$,7ʥݱࣁڧ؂開൅研究Ռʰジェンダーと開൅ʱ઒ߊ 

1959 年૓ཱིで 60 以上の地Үから 1700 ਕ以上の学⽣が学Ξでいる理ܧ޽を中ৼとしたસྊ੏の⼤学。学内
 。はジェンダー視点から開൅の໲題を研究しているߊで、当֚઒ޢはӵޢ༼ޮ

ʴ୴౲ʵೖ下෨ښ⼦ʤAIT 教授ʥ、申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ、൚井広໎ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
本学ジェンダーऀ会Ռ学઒ߊӅ⽣の AIT AIT、ݥഁ Ӆ⽣のೖ本でのフィールドワークण⼊による交׷研修
プログラムʰAIT ワークショップ ʤɦ本ๅࠄॽ 94〜95 นࢂলʥは、新型コロナ感染症֨⼤のため今年度は
実施できなかったが、20 年におよ΁ワークショップ開催をめ͛って、2021 年 2 ⽉ 1 ೖに国際シンポジウム
を AIT とڠ同で開催したʤ本ๅࠄॽ 48 นࢂলʥ。 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

˛ジェンダー研究所所଒の研究者が研究交流・ڠ同研究をしている海外の研究機関 

ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

ؘ国ジェンダー੕࣑研究所は 1999 年にઅཱིされた NPO。੕࣑෾໼にお͜るジェンダーάϡップを解ভす
るために世࿨ً׫、研究、ロビー活動をߨっている当֚෾໼で代න的な຿間研究所。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
当研究所理事を務める。2016 年〜2018 年にؘ国研究ࡔ஄からঁ成ۜをण୙し、ڠ同研究を実施。研究課
題はʰ٠会内੕࣑的代න੏の性ࠫについてのޮࣞ・⾮ޮࣞ੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ本・ୈ࿹⽐較෾ੵʱ。 

 

λウル⼤学ೖ本研究所 

ೖ本研究の活性Կとೖؘ૮ޕ理解のଁ進を໪ඬとして 2004 年にઅཱི。ೖ本関࿊ࣁྋのफ集、国際学ढ़会
٠、学ढ़活動事業、৚ๅϋットワーク構஛、࣏世代ೖ本઒໵Պの཈成等の事業をਲ਼ߨ。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
学ढ़ࢿࡸʲೖ本൹඲ʳ海外ฦ集җҽ、ならびに、ڠ同研究プロジェクトʲ思૟とช学ʳڠ同研究ҽを務め
る。 

 

λウル⼤学国際໲題研究所�

λウル⼤学੕࣑外交学෨にઅཱིされ、外交໲題や国際੕࣑の研究に取りૌ΋研究所。研究活動の⼀෨とし
て Social Science KoreaʰEast Asian International Relations Theoryʱをਲ਼ߨ。 

ʴ୴౲ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

Social Science KoreaʰEast Asian International Relations Theoryʱڠ同研究ҽ。౨ΠジΠの国際関ܐ理࿨にお
͜るフェミωスト国際੕࣑、ೖ本研究を担当。研究グループでڠஸʲ主ݘと⽐較地Ү஡঄ʳをड़൝ʤؘ国
2020、ޢ 年ʥ 

 

 ਃ၍⼤学ऀ会Ռ学Ӆ・ช学Ӆߕߵ

2017 年度よりऀ会Ռ学Ӆとช学Ӆの࿊携において *HQGHU 6WXGLHV &oQFHQWUDWLoQʤ性พ研究઒修課ఖʥを
અཱིし、ジェンダー研究෾໼にお͜る教育ର੏を構஛している。 

ʴ୴౲ʵ⼤ܛ࢛ڰʤ,*6 ०教授ʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
担当教ҽがऀ会Ռ学Ӆ・ช学Ӆのڠ同プログラムであるジェンダー研究઒修課ఖの所଒教ҽらとのあいだ
で研究交流を実施している。 

 

ΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学ʤ$,7ʥݱࣁڧ؂開൅研究Ռʰジェンダーと開൅ʱ઒ߊ 

1959 年૓ཱིで 60 以上の地Үから 1700 ਕ以上の学⽣が学Ξでいる理ܧ޽を中ৼとしたસྊ੏の⼤学。学内
 。はジェンダー視点から開൅の໲題を研究しているߊで、当֚઒ޢはӵޢ༼ޮ

ʴ୴౲ʵೖ下෨ښ⼦ʤAIT 教授ʥ、申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ、൚井広໎ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
本学ジェンダーऀ会Ռ学઒ߊӅ⽣の AIT AIT、ݥഁ Ӆ⽣のೖ本でのフィールドワークण⼊による交׷研修
プログラムʰAIT ワークショップ ʤɦ本ๅࠄॽ 94〜95 นࢂলʥは、新型コロナ感染症֨⼤のため今年度は
実施できなかったが、20 年におよ΁ワークショップ開催をめ͛って、2021 年 2 ⽉ 1 ೖに国際シンポジウム
を AIT とڠ同で開催したʤ本ๅࠄॽ 48 นࢂলʥ。 
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インドϋシΠ⼤学કྲྀ的国際研究⼤学Ӆジェンダー研究センνー 

インドϋシΠ国内で初めて⼥性学・ジェンダー研究に関する⼤学Ӆをઅ置。研究者のみならͥ、੕ැ関ܐ
者ʤ中ԟ、地๏ʥ、ऀ会運動Պ、ً業Պ等、多くのਕࡒをഒड़している。本研究センνーは、⼤学Ӆ所଒ジ
ェンダー研究を઒໵とする教ҽより構成される。 

ʴ୴౲ʵฑ໼ܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥAni Widyani SoetjiptoʤインドϋシΠ⼤学教ҽ、センνーҽʥ 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2008 年以߳、定期的に研究交流を実施している。2020 年度は、Kristi Poerwandari ʤインドϋシΠ⼤学教ࢱ
ҽʥとのڠ同研究ʰೖ本、インドϋシΠにお͜る฾ʗ成ਕ໊間のѬ஥、コンフリクト、ジェンダー構஛ʱ
をਬ進し、⽐較調査をߨった。 
また、2021 年 2 ⽉に実施した IGS セミナー nOrganizing Domestic Workers in Indonesia|にセンνーҽである
Ani Widyani Soetjipto ॽࠄを招聘し、ޮ開セミナーを実施したʤ本ๅࢱ 68 นࢂলʥ。Յえて、h ౨ΠジΠに
お͜るジェンダーと੕࣑ʱϔックϪットシリーθ no.3, IGS Project Series No.19 として前年度セミナー

ʰGender and Politics in Indonesia after 2019 Electionʱの成果をຍ༃し、ߨקしたʤ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ。 
 

γτィϢ・ワοϡナ・Ϋリスト教⼤学 インドϋシΠ⼥性・ジェンダー・⼦ڛ学会 

インドϋシΠ⼥性・ジェンダー・⼦ڛ学会は、γτィϢ・ワοϡナ・Ϋリスト教⼤学に事務ۃを置く、ジ
ェンダー、セクシϣΠリτィ、フェミωθム研究を઒໵とする研究者、実ભ者が集う学会である。2018 年
にӵޢによる学ढ़ࢿࡸʲインドϋシΠ⼥性・ジェンダー・⼦ڛ学会ࢿʤSalasiNaʥr を૓קし、上ى෾໼の
査ಣ࿨ช、ॽ඲をࡎܟしている。 

ʴ୴౲ʵฑ໼ܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
当学会がߨקする学ढ़ࢿࡸ SalasiNa の海外査ಣ者を務める。 http://salasika.org/index.php/SJ/reviewers 

 
όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤ1718ʥジェンダー研究センνー 

όルウェー࠹⼤の⼤学 NTNU に଒する、1989 年અཱིの研究センνー。ਕ間関ܐやชԿとジェンダーの関
࿊性およびそれらのร容に஥眼した、学際的なジェンダー研究に取りૌΞでいる。όルウェー国内のジェ
ンダー研究の中ৼ拠点でもあり、国際的なϋットワーク構஛も੷ۅ的に進めている。 

ʴ୴౲ʵ⽯井クンツ昌⼦ʤ,*6 ୫ཇ⼦ʤ,*6ރ、ҽ研究ҽʥٮ 所⻑ʥ、ঘ྆ۆ⼦ʤ,*6 研究ҽʥ、ઍഀ༟Յ཮・
ඔʤ,*6ޮݬ٤ ಝ任 5)ʥ、佐໼७⼦ʤ,*6 研究ڢ⼒ҽʥほか 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2017 年 4 ⽉の NTNU 研究者本学来๜ٶび国際シンポジウム登壇をً点に研究交流始動。όルウェーリγ
ーοカウンシルの国際ڠ同研究ঁ成ۜ INTPART によるڠ同プロジェクトʤ2019〜2021 年度ʥでは、ڠ同
研究、研究者および⼤学Ӆ⽣の૮ݥഁޕ、国際シンポジウム・セミナー・ワークショップ開催などの事業
をఴ開している。ʤ本ๅࠄॽ 96〜98 นࢂলʥ。 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

ʴؖ֐಼ࠅ࿊研究ճʵ 

ʕ ੕ ࣑ 代 න に お ͜ る ジ ェ ン ダ ー と 多 ༹ 性 研 究 会 ʤ Women and Diversity in East asian political 

RepresentationʤWondeRʥʥ 

ʬコーディϋーνーʭ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʬϟンバーʭࢀӞまりʤ上ஒ⼤学教授ʥ、Jackie Steeleʤ名ݻԲ⼤学ಝ任०教授ʥ 

ʕೖ本੕࣑学会ʰジェンダーと੕࣑ʱ研究会ʤ申ʥ 

ʕʰEast Asian International Relations Theoryʱ研究会ʤ申ʥ 

˕国際移動とジェンダー研究会ʤ⼤ڰ・ฑ໼ʥ 

 ൚井ʥ・ڰ⼤理࿨学会෾໼พジェンダー෾Ռ会ʤࡃܨ˕

 ൥理࿨研究会ʤ൚井ʥو代ݳ˕

˕国ཱི精ਈ・ਈܨҫྏ研究センνーྡজ研究ࢩԋ෨研究プロジェクトʰ۔ジストロフィーの൅症前・早
期ਏஇおよび早期ྏ࣑にお͜るྛ理的課題のݗ౾ʱ研究会ʤઍഀʥ 

ʕ国際ジェンダー学会ʰ開൅とジェンダーʱ研究会ʤฑ໼ʥ 

ʕ国内の⼥性学・ジェンダー研究センνーとのϋットワーク 

ジェンダー関࿊学ڢ会コンλーシΠムへのࢂՅ ほか 
� �
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㸰㸧ᅜ㝿ඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ�

ジェンダー研究所所଒ϟンバーは、各国の研究者たちと国際ڠ同研究プロジェクトをਬ進している。 

ϕϫジェέφν΢φϩ 

౨ΠジΠͶ͕͜Ζジェンダーͳ੕࣑ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵ申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

ʴ研究෾担者ʵAh-ran Hwang ؘ国佄ࢃ⼤学 

Jinock Lee ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

 Ӟまり 上ஒ⼤学ࢀ

Jackie Steele ౨ښ⼤学 

Chang-ling Huang 国ཱིୈ࿹⼤学 

Wan-ying Yang ୈ࿹੕࣑⼤学 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

౨ΠジΠ地Үはそのࡃܨ൅ఴの成果により国際的に஭໪されているが、੕࣑の຿主Կのಕ۔は⼀༹ではな
い。本研究プロジェクトでは、ೖ本、ؘ国、ୈ࿹の຿主主ٝの༙り༹と੕࣑代න性の関ܐについて、ジェ
ンダー視点にཱིٯした国際ڠ同研究により⽐較෾ੵする。٠ҽを対েとしたΠンίート調査、੕ౚ、٠ҽ、
地でのフィールドワークを実施するほか、定期的な国際シンポジウݳ者へのインνビϣーやܐ຿ऀ会関ࢤ
ムや研究集会を開き、研究交流をଇ進する。౨ΠジΠ地Үにおいて、੕࣑代න性の஋性༑Ғ性が続くϟカ
ωθムを໎らかにし、੕࣑੏度にお͜るジェンダーޮฑ性・多༹性を実ݳさせる੕策もݗ౾する。2019 年
度も成果をまとめ国内外で成果൅නをߨった。ೖ本の国会٠ҽを対েとする̐度໪のΠンίート調査も実
施した。2020 年は࿨ชࣧජのための研究会を実施したほか、౦ߚ઎をݗ౾した。ʤ本ๅࠄॽ 18 นࢂলʥ 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

٠ճ಼੕࣑的େන੓͹੓ࠫͶؖͤΖޮࣞʀඉޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵ 
 ʀೖຌʀୈ࿹ർֳ෾ੵࠅؘ
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵAh-ran Hwang ؘ国佄ࢃ⼤学 

ʴ研究෾担者ʵ申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

Jinock Lee ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

2016 年度からؘ国研究ࡔ஄からঁ成ۜをण୙しڠ同研究を実施。研究課題はʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫ
に関するޮࣞ、⾮ޮࣞ੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ本・ୈ࿹⽐較෾ੵ 。ɦジェンダー研究所のʰ౨ΠジΠにお͜
るジェンダーと੕࣑ʱ研究プロジェクトʤ本ๅࠄॽ 18 นࢂলʥのؘ国調査を実施。2019 年度は、成果を
まとめつつ国内外で成果൅නに⼒を⼊れた。2020 年度もӀき続きӵޢ࿨ชのࣧජに઒೨した。 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

ϕϫジェέφν΢φϩ 

Politics & Gender  Critical Perspectives ʰ#MeToo in East Asiaʱ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴڠ同੻任ฦ集者ʵ  

申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

Chang-ling Hwang ୈ࿹国ཱི⼤学 

Mari Miura 上ஒ⼤学 

Ruby Y.S. Lai ྰೈ⼤学   

Chao-ju Chen ୈ࿹๑ཱ学Ӆ 

Jing Xiong  活動Պ 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

Politics 	 GenderʤΠϟリカ੕࣑学会学会ࢿʥの Critical Perpsectives セッションにʰ#MeToo in East Asiaʱ
ಝ集をةժし、ୈ࿹ߵ、 ΋౨ΠジΠ؜中国の研究者らとೖ本を、ߕ 5 カ国にお͜る#MeToo 運動に関する事
例研究を়ղʤ2021 年̗⽉൅ߨ༩定ʥ。 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality and Diversity 
(NJ_BREGED) 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵ⽯井クンツ昌⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所／ཱི教⼤学 

Guro Kristensen όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

ʴ研究෾担者ʵ  

 ܧ研究ӅਕชՌ学ײخ／୫ཇ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所ރ

ঘ྆ۆ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ײخ研究Ӆਕ間Ռ学ܧ／ジェンダー研究所 

ઍഀ༟Յ཮ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

 ඔ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所ޮݬ٤

佐໼७⼦ ܜጱٝग़⼤学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センνー 

নీデϪク お茶の⽔⼥⼦⼤学国際教育センνー 

Priscilla Ringrose όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

Siri Øyslebø Sørensen όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

Jennifer Branlat όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 
研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

όルウェーリγーοカウンシルの国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥによる、2019〜2021 年度の 3 年間にో
る国際ڠ同プロジェクト。お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所とόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ジェンダー研究
センνーの所଒ҽがࢂՅ。Պଔ、教育とジェンダー、⽣৫ҫྏなどの྘Үで、όルウェーとೖ本の国際⽐
較研究に取りૌ΋ほか、ޕいの⼤学に଼ࡑしてのࡑ外研修や、修࢞・ദ࢞Ӆ⽣のڠ同指導、ワークショッ
プ・セミナーの開催といった活動を進める。ڠ同研究の成果を Routledge ऀからߨק༩定。ʤ本ๅࠄॽ 96〜
98 นࢂলʥ 
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Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

2016 年度からؘ国研究ࡔ஄からঁ成ۜをण୙しڠ同研究を実施。研究課題はʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫ
に関するޮࣞ、⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ本・ୈ࿹⽐較෾ੵ 。ɦジェンダー研究所のʰ౨ΠジΠにお
͜るジェンダーと੕࣑ʱ研究プロジェクトʤ本ๅࠄॽ 18 นࢂলʥのؘ国調査を実施。2019 年度は、成果
をまとめつつ国内外で成果൅නに⼒を⼊れた。2020 年度もӀき続きӵޢ࿨ชのࣧජに઒೨した。 

 

 

ϕϫジェέφν΢φϩ 

Politics & Gender  Critical Perspectives ʰ#MeToo in East Asiaʱ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴڠ同੻任ฦ集者ʵ  

申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

Chang-Ling Huang 国ཱིୈ࿹⼤学 

Mari Miura 上ஒ⼤学 

Ruby Y.S. Lai ྰೈ⼤学   

Chao-ju Chen ୈ࿹๑ཱ学Ӆ 

Jing Xiong  活動Պ 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

Politics 	 GenderʤΠϟリカ੕࣑学会学会ࢿʥの Critical Perpsectives セッションにʰ#MeToo in East Asiaʱ
ಝ集をةժし、ୈ࿹ߵ、 ΋౨ΠジΠ؜中国の研究者らとೖ本を、ߕ 5 カ国にお͜る#MeToo 運動に関する事
例研究を়ղʤ2021 年̗⽉൅ߨ༩定ʥ。 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality and Diversity 
(NJ_BREGED) 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵ⽯井クンツ昌⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所／ཱི教⼤学 

Guro Kristensen όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

ʴ研究෾担者ʵ  

 ܧ研究ӅਕชՌ学ײخ／୫ཇ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所ރ

ঘ྆ۆ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ײخ研究Ӆਕ間Ռ学ܧ／ジェンダー研究所 

ઍഀ༟Յ཮ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

 ඔ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所ޮݬ٤

佐໼७⼦ ܜጱٝग़⼤学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センνー 

নీデϪク お茶の⽔⼥⼦⼤学国際教育センνー 

Priscilla Ringrose όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

Siri Øyslebø Sørensen όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

Jennifer Branlat όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 
研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

όルウェーリγーοカウンシルの国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥによる、2019〜2021 年度の 3 年間にో
る国際ڠ同プロジェクト。お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所とόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ジェンダー研究
センνーの所଒ҽがࢂՅ。Պଔ、教育とジェンダー、⽣৫ҫྏなどの྘Үで、όルウェーとೖ本の国際⽐
較研究に取りૌ΋ほか、ޕいの⼤学に଼ࡑしてのࡑ外研修や、修࢞・ദ࢞Ӆ⽣のڠ同指導、ワークショッ
プ・セミナーの開催といった活動を進める。ڠ同研究の成果を Routledge ऀからߨק༩定。ʤ本ๅࠄॽ 96〜
98 นࢂলʥ 
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㸰㸧ᅜ㝿ඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ�

ジェンダー研究所所଒ϟンバーは、各国の研究者たちと国際ڠ同研究プロジェクトをਬ進している。 

ϕϫジェέφν΢φϩ 

౨ΠジΠͶ͕͜Ζジェンダーͳ੕࣑ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵ申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

ʴ研究෾担者ʵAh-ran Hwang ؘ国佄ࢃ⼤学 

Jinock Lee ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

 Ӟまり 上ஒ⼤学ࢀ

Jackie Steele ౨ښ⼤学 

Chang-ling Huang 国ཱིୈ࿹⼤学 

Wan-ying Yang ୈ࿹੕࣑⼤学 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

౨ΠジΠ地Үはそのࡃܨ൅ఴの成果により国際的に஭໪されているが、੕࣑の຿主Կのಕ۔は⼀༹ではな
い。本研究プロジェクトでは、ೖ本、ؘ国、ୈ࿹の຿主主ٝの༙り༹と੕࣑代න性の関ܐについて、ジェ
ンダー視点にཱིٯした国際ڠ同研究により⽐較෾ੵする。٠ҽを対েとしたΠンίート調査、੕ౚ、٠ҽ、
地でのフィールドワークを実施するほか、定期的な国際シンポジウݳ者へのインνビϣーやܐ຿ऀ会関ࢤ
ムや研究集会を開き、研究交流をଇ進する。౨ΠジΠ地Үにおいて、੕࣑代න性の஋性༑Ғ性が続くϟカ
ωθムを໎らかにし、੕࣑੏度にお͜るジェンダーޮฑ性・多༹性を実ݳさせる੕策もݗ౾する。2019 年
度も成果をまとめ国内外で成果൅නをߨった。ೖ本の国会٠ҽを対েとする̐度໪のΠンίート調査も実
施した。2020 年は࿨ชࣧජのための研究会を実施したほか、౦ߚ઎をݗ౾した。ʤ本ๅࠄॽ 18 นࢂলʥ 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

٠ճ಼੕࣑的େන੓͹੓ࠫͶؖͤΖޮࣞʀඉޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵ 
 ʀೖຌʀୈ࿹ർֳ෾ੵࠅؘ
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵAh-ran Hwang ؘ国佄ࢃ⼤学 

ʴ研究෾担者ʵ申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

Jinock Lee ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

2016 年度からؘ国研究ࡔ஄からঁ成ۜをण୙しڠ同研究を実施。研究課題はʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫ
に関するޮࣞ、⾮ޮࣞ੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ本・ୈ࿹⽐較෾ੵ 。ɦジェンダー研究所のʰ౨ΠジΠにお͜
るジェンダーと੕࣑ʱ研究プロジェクトʤ本ๅࠄॽ 18 นࢂলʥのؘ国調査を実施。2019 年度は、成果を
まとめつつ国内外で成果൅නに⼒を⼊れた。2020 年度もӀき続きӵޢ࿨ชのࣧජに઒೨した。 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

ϕϫジェέφν΢φϩ 

Politics & Gender  Critical Perspectives ʰ#MeToo in East Asiaʱ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴڠ同੻任ฦ集者ʵ  

申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

Chang-ling Hwang ୈ࿹国ཱི⼤学 

Mari Miura 上ஒ⼤学 

Ruby Y.S. Lai ྰೈ⼤学   

Chao-ju Chen ୈ࿹๑ཱ学Ӆ 

Jing Xiong  活動Պ 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

Politics 	 GenderʤΠϟリカ੕࣑学会学会ࢿʥの Critical Perpsectives セッションにʰ#MeToo in East Asiaʱ
ಝ集をةժし、ୈ࿹ߵ、 ΋౨ΠジΠ؜中国の研究者らとೖ本を、ߕ 5 カ国にお͜る#MeToo 運動に関する事
例研究を়ղʤ2021 年̗⽉൅ߨ༩定ʥ。 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality and Diversity 
(NJ_BREGED) 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵ⽯井クンツ昌⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所／ཱི教⼤学 

Guro Kristensen όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

ʴ研究෾担者ʵ  

 ܧ研究ӅਕชՌ学ײخ／୫ཇ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所ރ

ঘ྆ۆ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ײخ研究Ӆਕ間Ռ学ܧ／ジェンダー研究所 

ઍഀ༟Յ཮ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

 ඔ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所ޮݬ٤

佐໼७⼦ ܜጱٝग़⼤学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センνー 

নీデϪク お茶の⽔⼥⼦⼤学国際教育センνー 

Priscilla Ringrose όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

Siri Øyslebø Sørensen όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

Jennifer Branlat όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 
研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

όルウェーリγーοカウンシルの国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥによる、2019〜2021 年度の 3 年間にో
る国際ڠ同プロジェクト。お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所とόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ジェンダー研究
センνーの所଒ҽがࢂՅ。Պଔ、教育とジェンダー、⽣৫ҫྏなどの྘Үで、όルウェーとೖ本の国際⽐
較研究に取りૌ΋ほか、ޕいの⼤学に଼ࡑしてのࡑ外研修や、修࢞・ദ࢞Ӆ⽣のڠ同指導、ワークショッ
プ・セミナーの開催といった活動を進める。ڠ同研究の成果を Routledge ऀからߨק༩定。ʤ本ๅࠄॽ 96〜
98 นࢂলʥ 

  

 

㸰㸧ᅜ㝿ඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ�

ジェンダー研究所所଒ϟンバーは、各国の研究者たちと国際ڠ同研究プロジェクトをਬ進している。 

ϕϫジェέφν΢φϩ 

౨ΠジΠͶ͕͜Ζジェンダーͳ੕࣑ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵ申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

ʴ研究෾担者ʵAh-ran Hwang ؘ国佄ࢃ⼤学 

Jinock Lee ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

 Ӟまり 上ஒ⼤学ࢀ

Jackie Steele 名ݻԲ⼤学 

Chang-ling Huang 国ཱིୈ࿹⼤学 

Wan-ying Yang ୈ࿹੕࣑⼤学 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

౨ΠジΠ地Үはそのࡃܨ൅ఴの成果により国際的に஭໪されているが、੕࣑の຿主Կのಕ۔は⼀༹ではな
い。本研究プロジェクトでは、ೖ本、ؘ国、ୈ࿹の຿主主ٝの༙り༹と੕࣑代න性の関ܐについて、ジェ
ンダー視点にཱིٯした国際ڠ同研究により⽐較෾ੵする。٠ҽを対েとしたΠンίート調査、੕ౚ、٠ҽ、
地でのフィールドワークを実施するほか、定期的な国際シンポジウݳ者へのインνビϣーやܐ຿ऀ会関ࢤ
ムや研究集会を開き、研究交流をଇ進する。౨ΠジΠ地Үにおいて、੕࣑代න性の஋性༑Ғ性が続くϟカ
ωθムを໎らかにし、੕࣑੏度にお͜るジェンダーޮฑ性・多༹性を実ݳさせる੕策もݗ౾する。2019 年
度も成果をまとめ国内外で成果൅නをߨった。ೖ本の国会٠ҽを対েとする̐度໪のΠンίート調査も実
施した。2020 年は࿨ชࣧජのための研究会を実施したほか、౦ߚ઎をݗ౾した。ʤ本ๅࠄॽ 18 นࢂলʥ 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

٠ճ಼੕࣑的େන੓͹੓ࠫͶؖͤΖޮࣞʀඉޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵ 
 ʀೖຌʀୈ࿹ർֳ෾ੵࠅؘ
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵAh-ran Hwang ؘ国佄ࢃ⼤学 

ʴ研究෾担者ʵ申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

Jinock Lee ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー੕࣑研究所 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

2016 年度からؘ国研究ࡔ஄からঁ成ۜをण୙しڠ同研究を実施。研究課題はʰ٠会内੕࣑的代න性の性ࠫ
に関するޮࣞ、⾮ޮࣞ的੏度要Ҿ෾ੵʁؘ国・ೖ本・ୈ࿹⽐較෾ੵ 。ɦジェンダー研究所のʰ౨ΠジΠにお
͜るジェンダーと੕࣑ʱ研究プロジェクトʤ本ๅࠄॽ 18 นࢂলʥのؘ国調査を実施。2019 年度は、成果
をまとめつつ国内外で成果൅නに⼒を⼊れた。2020 年度もӀき続きӵޢ࿨ชのࣧජに઒೨した。 

 

 

ϕϫジェέφν΢φϩ 

Politics & Gender  Critical Perspectives ʰ#MeToo in East Asiaʱ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴڠ同੻任ฦ集者ʵ  

申ⅰᒉ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

Chang-Ling Huang 国ཱིୈ࿹⼤学 

Mari Miura 上ஒ⼤学 

Ruby Y.S. Lai ྰೈ⼤学   

Chao-ju Chen ୈ࿹๑ཱ学Ӆ 

Jing Xiong  活動Պ 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

Politics 	 GenderʤΠϟリカ੕࣑学会学会ࢿʥの Critical Perpsectives セッションにʰ#MeToo in East Asiaʱ
ಝ集をةժし、ୈ࿹ߵ、 ΋౨ΠジΠ؜中国の研究者らとೖ本を、ߕ 5 カ国にお͜る#MeToo 運動に関する事
例研究を়ղʤ2021 年̗⽉൅ߨ༩定ʥ。 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality and Diversity 
(NJ_BREGED) 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代න者ʵ⽯井クンツ昌⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所／ཱི教⼤学 

Guro Kristensen όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

ʴ研究෾担者ʵ  

 ܧ研究ӅਕชՌ学ײخ／୫ཇ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所ރ

ঘ྆ۆ⼦ お茶の⽔⼥⼦⼤学ײخ研究Ӆਕ間Ռ学ܧ／ジェンダー研究所 

ઍഀ༟Յ཮ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所 

 ඔ お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所ޮݬ٤

佐໼७⼦ ܜጱٝग़⼤学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センνー 

নీデϪク お茶の⽔⼥⼦⼤学国際教育センνー 

Priscilla Ringrose όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

Siri Øyslebø Sørensen όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 

Jennifer Branlat όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνー 
研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

όルウェーリγーοカウンシルの国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥによる、2019〜2021 年度の 3 年間にో
る国際ڠ同プロジェクト。お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所とόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ジェンダー研究
センνーの所଒ҽがࢂՅ。Պଔ、教育とジェンダー、⽣৫ҫྏなどの྘Үで、όルウェーとೖ本の国際⽐
較研究に取りૌ΋ほか、ޕいの⼤学に଼ࡑしてのࡑ外研修や、修࢞・ദ࢞Ӆ⽣のڠ同指導、ワークショッ
プ・セミナーの開催といった活動を進める。ڠ同研究の成果を Routledge ऀからߨק༩定。ʤ本ๅࠄॽ 96〜
98 นࢂলʥ 
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㸱㸧JAWS࣭AIT 
ジェンダー研究所は、࣏世代ジェンダー研究者を཈成するための࣍続的な国際研究交流ϋットワーク

の形成にも取りૌΞできた。その代න的な活動がʰೖ本ʗΠϟリカ⼥性੕࣑学者シンポジウム ʤɦJapan-

America Women Political Scientists Symposium, JAWSʥとʰAIT ワークショップʱである。 

JAWS は、੕࣑学෾໼でジェンダー研究をਲ਼ߨするೖธの⼥性研究者らが、ೖ本とΠϟリカで交ޕに
集まって研究交流をߨうϤωークな研究ϋットワークである。ࢂՅ者は、ޕいの研究交流はもちろΞ、
ऑ⼿研究者にࢂՅをଇして国際的な視点をਐにつ͜てもらうとڠに、੕࣑学෾໼でϜイόリτィーであ
るऑ⼿⼥性研究者にϟンνリングをߨう。ジェンダー研究所は JAWS の活動拠点として、ೖ本が開催地
となる際は、研究集会・国際シンポジウムを主催し、成果൅৶にも౔めている。 

AIT ワークショップはお茶⼤の⼤学Ӆ前期課ఖʰジェンダーऀ会Ռ学઒ߊʱのӅ⽣と、νイのΠジΠ
のӅ⽣ୣが、νイとೖ本でフィールドワークを実施しながらߊՌ⼤学Ӆ⼤学ʰジェンダーと開൅ʱ઒޽
学び߻う教育プログラムである。ジェンダー研究所は本プログラムをཱིち上げた主ରでもあり、ࡑݳま
でഁݥおよびण͜⼊れの運Ө主ରとしてऑ⼿研究者の国際交流に౔めている。 

 

⾥ JAWS────────────────────────────── 

 รય࢛概要ͳྼڦ
JAWS のྼ࢛は 2000 年のՈにḬる。2000 年にΠϟリカン⼤学ʤAmerican UniversityʥのカϪン・オコ

ナーʤKaren ObConnorʥ教授が、同⼤学にʰ⼥性と੕࣑研究所 ʤɦThe Women and Politics Instituteʥを開અ
したことをى೨してʰ⼥性と੕࣑に関する⽐較੕࣑学ʱワークショップを主催したことがその始まりで
ある。このワークショップに、Πϟリカ੕࣑学会とೖธ༓خ޹ ʤۜThe Japan-US Friendship Commissionʥ
のࢩԋをಚてೖ本から 5 名の研究者が招かれ、同ͣく招かれた 7 名のΠϟリカの研究者らと 3 ೖ間にわ
たって研究交流がߨわれた。 

当時、ೖ本の੕࣑学の෾໼では、⼥性੕࣑学者がとりわ͜ঙ数であったのみならͥ、ジェンダー視点
にخͰいた研究は、੕࣑学研究としてほとΞど関ৼを࣍たれていなかった。これがさらにऑ⼿⼥性研究
者をԗ͜͡、h ⼥性と੕࣑ ෾ɦ໼の研究が進まないݬҾとなっていた。そΞな中で始まったΠϟリカの研
究者との交流は、ೖ本の研究者にとって国際的な研究動向にৰれることにՅえ、ೖ本で⼥性研究者が੕
した。⼥性研究者の地Ғ向上や⼥性ڛ学を研究するときに΁つかる༹々なปについて٠࿨する場も఑࣑
研究者がߨっている研究への඲Ճという໲題は、Πϟリカの⼥性研究者らにとってもڠ通の課題であっ
た。 

JAWS を始めたΠϟリカの⼥性研究者、M・ϜーΪϪット・コンウェイʤM. Margaret Conwayʥ、カϪ
ン・オコナー、ϜリΠン・パリーʤMarian Palleyʥは、そのような⼥性研究者の課題に取りૌΞできた
ʰ⼥性と੕࣑ʱ研究のパイオωΠであった。൶⼥らは同෾໼の⼥性研究者をྯましてγポートするだ͜
でなく、ࣙ ら࣯の⾼い࿨ชを੕࣑学ジϡーナルに൅නすることで、h ⼥性と੕࣑ 研ɦ究をਜ਼౹性のある੕
したのである。JAWSݛ学の研究としてҒ置෉͜ることに࣑߫ を通ͣての交流により、ೖ本の研究者と
Πϟリカのऑ⼿研究者たちはΠϟリカの୊⼀世代⼥性研究者らのݩܨを༙ڠし、⼤きなྯましをಚるこ
とができた。例えͻ、2000 年の୊ 1 յ JAWS ワークショップのࢂՅ者たちは、後にΠϟリカ੕࣑学会の
実ߨҗҽ会⻑ Rob Hauck のڢ⼒をಚて学会ࢿʲ PS: Political Science & Politics ʳの 2001 年 6 に࿨ߺ⽉
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ชをࡎܟした。このࡎܟをきっか͜に JAWS のೖ本ࢂՅ者らはೖ本の੕࣑学会でも஭໪されることにな
り、൶⼥らの研究も೟められるようになったとյޒする。آ本ඔ࠯⼦ʤࢀ重⼤学ʥ、⼤海ಠ⼦ʤお茶の⽔
⼥⼦⼤学ʥはෳԮࢤで開催された 2006 年世界੕࣑学会ʤIPSAʥの६ඍҗҽも務めた。 

このように JAWS はೖ本の研究者たちに、Πϟリカの⼥性研究者との交流による研究やΫϡリΠの൅
ఴ、Πϟリカ੕࣑学会での研究൅න、⻑期にわたってのϟンνリングの機会を༫えてくれた。Πϟリカ
の研究者にとっても、ೖ本で研究൅නをߨう機会、ೖ本の⼥性研究者とのϋットワーク形成、ऑ⼿研究
者のΫϡリΠ開൅へとܪがった。ྼ代の JAWS にࢂՅしたೖธの⼥性研究者らは、ޕいのऀ会の૮ҩ点
を೟ࣟしつつ、それͩれの場で⼥性研究者が௜໚する課題に取りૌみ、国際的な視点で研究を進めてい
くي重なݩܨをಚたのである。 

 

JAWS は 2000 年からࡑݳにࢺるまで、ೖธ༓ۜخ޹等のࢩԋをಚて̗յ研究集会を実施した。その֕
要を؈ୱに以下に৾りศる。 

୊ 2 յʁϜリΠン・パリー教授ʤデラウェΠ⼤学,University of Delawareʥが 2001 年γンフランシスコで
開かれたΠϟリカ੕࣑学会でʰWomen in Japan and the USʱをτーϜにةժし、12 名がࢂՅした。 

୊ 3 յʁ2002 年にೖ本で開催。Πϟリカから 3 名がࢂՅした。ࢀ重⼤学、お茶の⽔⼥⼦⼤学のジェンダ
ー研究センνーで研究集会を開催したଠ、⼥性٠ҽ、地๏٠ҽ、Πクτィビストୣに໚会した。 

୊ 4 յʁ2003 年、デラウェΠ⼤学とΠϟリカ੕࣑学会ʤフィラデルフィΠࢤʥで開催され、新たにऑ⼿
研究者がೖ本から 3 名、Πϟリカから 2 名Յわった。この時の成果として、2004 年 1 のʲ PSʁߺ⽉
Political Science & Politics ʳに࿨ช要༁がࡎܟされた。࿨ชસชはΠϟリカ੕࣑学会ウェϔγイトの
Special E-Symposium でޮ開された。 

୊ 5 յʁ2007 年にジϣリー・ドーランʤJulie Dolanʥ०教授ʤϜカϪスνー・カϪッジ,Macalester Collegeʥ
とΠϟリカ੕࣑学会ʤAPSAʥの Bahram Rajaee のةժによって開かれた。APSAʤシカβࢤʥではʰ⼥
性と外交ʱを題したパϋルを構成したଠ、ϜカϪスνー・カϪッジʤミϋλνयセントポールࢤʥで研
究集会が開かれた。14 名のೖธ⼥性研究者がࢂՅした。 

୊ 6 յʁ2009 年、࠸びೖ本で開かれΠϟリカから 6 名の研究者が来ೖした。Πϟリカ⼤౹྘મڏにேΞ
だϐラリー・クリントンとγラ・Ϙイリンに関する研究、Πϟリカのঙ数੕ౚにお͜る⼥性のༀׄ、下
Ӆ٠ҽのスピーο෾ੵ、ҫྏ੕策と⼥性など࠹新の研究をๅࠄした。ೖ本のࢂՅ者も⼥性と地๏٠会、
౦ධߨ動、⼥性٠ҽのリクルートϟント、⼥性国会٠ҽに関する研究を൅නした。お茶の⽔⼥⼦⼤学の
ジェンダー研究センνーはドイツೖ本研究所ʤGerman Institute for Japanese Studiesʥとڠに౨ښの研究集

会を主催した。Πϟリカの研究者らは౨
౐世ీ୫ۢの⽣活者ϋットワークを๜ښ
໲、さらに෍ݟࢃでߨわれた฾਎⼤会で
も研究൅නし޹඲をಚた。 

୊ 7 յʁ2010 年に、ϟリッγ・デックϜ
ンʤMelissa Deckmanʥ०教授ʤワシント
ン・カϪッジ,Washington Collegeʥと APSA

の Bahram Rajaee のةժによってΠϟリカ
で開催された。ࢂՅ者はʰGender, Politics 

and Policy: Post-ElectionsʱをτーϜにワシ
୊ 8 յ JAWS（2017 ೧）ɼお茶の⽔⼥⼦⼤学Ͳの研究ިླྀ会 
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㸱㸧JAWS࣭AIT 
ジェンダー研究所は、࣏世代ジェンダー研究者を཈成するための࣍続的な国際研究交流ϋットワーク

の形成にも取りૌΞできた。その代න的な活動がʰೖ本ʗΠϟリカ⼥性੕࣑学者シンポジウム ʤɦJapan-

America Women Political Scientists Symposium, JAWSʥとʰAIT ワークショップʱである。 

JAWS は、੕࣑学෾໼でジェンダー研究をਲ਼ߨするೖธの⼥性研究者らが、ೖ本とΠϟリカで交ޕに
集まって研究交流をߨうϤωークな研究ϋットワークである。ࢂՅ者は、ޕいの研究交流はもちろΞ、
ऑ⼿研究者にࢂՅをଇして国際的な視点をਐにつ͜てもらうとڠに、੕࣑学෾໼でϜイόリτィーであ
るऑ⼿⼥性研究者にϟンνリングをߨう。ジェンダー研究所は JAWS の活動拠点として、ೖ本が開催地
となる際は、研究集会・国際シンポジウムを主催し、成果൅৶にも౔めている。 

AIT ワークショップはお茶⼤の⼤学Ӆ前期課ఖʰジェンダーऀ会Ռ学઒ߊʱのӅ⽣と、νイのΠジΠ
のӅ⽣ୣが、νイとೖ本でフィールドワークを実施しながらߊՌ⼤学Ӆ⼤学ʰジェンダーと開൅ʱ઒޽
学び߻う教育プログラムである。ジェンダー研究所は本プログラムをཱིち上げた主ରでもあり、ࡑݳま
でഁݥおよびण͜⼊れの運Ө主ରとしてऑ⼿研究者の国際交流に౔めている。 

 

⾥ JAWS────────────────────────────── 

 รય࢛概要ͳྼڦ
JAWS のྼ࢛は 2000 年のՈにḬる。2000 年にΠϟリカン⼤学ʤAmerican UniversityʥのカϪン・オコ

ナーʤKaren ObConnorʥ教授が、同⼤学にʰ⼥性と੕࣑研究所 ʤɦThe Women and Politics Instituteʥを開અ
したことをى೨してʰ⼥性と੕࣑に関する⽐較੕࣑学ʱワークショップを主催したことがその始まりで
ある。このワークショップに、Πϟリカ੕࣑学会とೖธ༓خ޹ ʤۜThe Japan-US Friendship Commissionʥ
のࢩԋをಚてೖ本から 5 名の研究者が招かれ、同ͣく招かれた 7 名のΠϟリカの研究者らと 3 ೖ間にわ
たって研究交流がߨわれた。 

当時、ೖ本の੕࣑学の෾໼では、⼥性੕࣑学者がとりわ͜ঙ数であったのみならͥ、ジェンダー視点
にخͰいた研究は、੕࣑学研究としてほとΞど関ৼを࣍たれていなかった。これがさらにऑ⼿⼥性研究
者をԗ͜͡、h ⼥性と੕࣑ ෾ɦ໼の研究が進まないݬҾとなっていた。そΞな中で始まったΠϟリカの研
究者との交流は、ೖ本の研究者にとって国際的な研究動向にৰれることにՅえ、ೖ本で⼥性研究者が੕
した。⼥性研究者の地Ғ向上や⼥性ڛ学を研究するときに΁つかる༹々なปについて٠࿨する場も఑࣑
研究者がߨっている研究への඲Ճという໲題は、Πϟリカの⼥性研究者らにとってもڠ通の課題であっ
た。 

JAWS を始めたΠϟリカの⼥性研究者、M・ϜーΪϪット・コンウェイʤM. Margaret Conwayʥ、カϪ
ン・オコナー、ϜリΠン・パリーʤMarian Palleyʥは、そのような⼥性研究者の課題に取りૌΞできた
ʰ⼥性と੕࣑ʱ研究のパイオωΠであった。൶⼥らは同෾໼の⼥性研究者をྯましてγポートするだ͜
でなく、ࣙ ら࣯の⾼い࿨ชを੕࣑学ジϡーナルに൅නすることで、h ⼥性と੕࣑ 研ɦ究をਜ਼౹性のある੕
したのである。JAWSݛ学の研究としてҒ置෉͜ることに࣑߫ を通ͣての交流により、ೖ本の研究者と
Πϟリカのऑ⼿研究者たちはΠϟリカの୊⼀世代⼥性研究者らのݩܨを༙ڠし、⼤きなྯましをಚるこ
とができた。例えͻ、2000 年の୊ 1 յ JAWS ワークショップのࢂՅ者たちは、後にΠϟリカ੕࣑学会の
実ߨҗҽ会⻑ Rob Hauck のڢ⼒をಚて学会ࢿʲ PS: Political Science & Politics ʳの 2001 年 6 に࿨ߺ⽉
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ชをࡎܟした。このࡎܟをきっか͜に JAWS のೖ本ࢂՅ者らはೖ本の੕࣑学会でも஭໪されることにな
り、൶⼥らの研究も೟められるようになったとյޒする。آ本ඔ࠯⼦ʤࢀ重⼤学ʥ、⼤海ಠ⼦ʤお茶の⽔
⼥⼦⼤学ʥはෳԮࢤで開催された 2006 年世界੕࣑学会ʤIPSAʥの६ඍҗҽも務めた。 

このように JAWS はೖ本の研究者たちに、Πϟリカの⼥性研究者との交流による研究やΫϡリΠの൅
ఴ、Πϟリカ੕࣑学会での研究൅න、⻑期にわたってのϟンνリングの機会を༫えてくれた。Πϟリカ
の研究者にとっても、ೖ本で研究൅නをߨう機会、ೖ本の⼥性研究者とのϋットワーク形成、ऑ⼿研究
者のΫϡリΠ開൅へとܪがった。ྼ代の JAWS にࢂՅしたೖธの⼥性研究者らは、ޕいのऀ会の૮ҩ点
を೟ࣟしつつ、それͩれの場で⼥性研究者が௜໚する課題に取りૌみ、国際的な視点で研究を進めてい
くي重なݩܨをಚたのである。 

 

JAWS は 2000 年からࡑݳにࢺるまで、ೖธ༓ۜخ޹等のࢩԋをಚて̗յ研究集会を実施した。その֕
要を؈ୱに以下に৾りศる。 

୊ 2 յʁϜリΠン・パリー教授ʤデラウェΠ⼤学,University of Delawareʥが 2001 年γンフランシスコで
開かれたΠϟリカ੕࣑学会でʰWomen in Japan and the USʱをτーϜにةժし、12 名がࢂՅした。 

୊ 3 յʁ2002 年にೖ本で開催。Πϟリカから 3 名がࢂՅした。ࢀ重⼤学、お茶の⽔⼥⼦⼤学のジェンダ
ー研究センνーで研究集会を開催したଠ、⼥性٠ҽ、地๏٠ҽ、Πクτィビストୣに໚会した。 

୊ 4 յʁ2003 年、デラウェΠ⼤学とΠϟリカ੕࣑学会ʤフィラデルフィΠࢤʥで開催され、新たにऑ⼿
研究者がೖ本から 3 名、Πϟリカから 2 名Յわった。この時の成果として、2004 年 1 のʲ PSʁߺ⽉
Political Science & Politics ʳに࿨ช要༁がࡎܟされた。࿨ชસชはΠϟリカ੕࣑学会ウェϔγイトの
Special E-Symposium でޮ開された。 

୊ 5 յʁ2007 年にジϣリー・ドーランʤJulie Dolanʥ०教授ʤϜカϪスνー・カϪッジ,Macalester Collegeʥ
とΠϟリカ੕࣑学会ʤAPSAʥの Bahram Rajaee のةժによって開かれた。APSAʤシカβࢤʥではʰ⼥
性と外交ʱを題したパϋルを構成したଠ、ϜカϪスνー・カϪッジʤミϋλνयセントポールࢤʥで研
究集会が開かれた。14 名のೖธ⼥性研究者がࢂՅした。 

୊ 6 յʁ2009 年、࠸びೖ本で開かれΠϟリカから 6 名の研究者が来ೖした。Πϟリカ⼤౹྘મڏにேΞ
だϐラリー・クリントンとγラ・Ϙイリンに関する研究、Πϟリカのঙ数੕ౚにお͜る⼥性のༀׄ、下
Ӆ٠ҽのスピーο෾ੵ、ҫྏ੕策と⼥性など࠹新の研究をๅࠄした。ೖ本のࢂՅ者も⼥性と地๏٠会、
౦ධߨ動、⼥性٠ҽのリクルートϟント、⼥性国会٠ҽに関する研究を൅නした。お茶の⽔⼥⼦⼤学の
ジェンダー研究センνーはドイツೖ本研究所ʤGerman Institute for Japanese Studiesʥとڠに౨ښの研究集

会を主催した。Πϟリカの研究者らは౨
౐世ీ୫ۢの⽣活者ϋットワークを๜ښ
໲、さらに෍ݟࢃでߨわれた฾਎⼤会で
も研究൅නし޹඲をಚた。 

୊ 7 յʁ2010 年に、ϟリッγ・デックϜ
ンʤMelissa Deckmanʥ०教授ʤワシント
ン・カϪッジ,Washington Collegeʥと APSA

の Bahram Rajaee のةժによってΠϟリカ
で開催された。ࢂՅ者はʰGender, Politics 

and Policy: Post-ElectionsʱをτーϜにワシ
୊ 8 յ JAWS（2017 ೧）ɼお茶の⽔⼥⼦⼤学Ͳの研究ިླྀ会 
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ントン・カϪッジʤϟリーランドयʥとΠϟリ
カ੕࣑学会ʤWashington DCʥで研究ๅࠄをߨ
った。2010 年の JAWS はೖธから 19 名がࢂՅ
し、それまででو⼤࠹ໝとなった。 

୊ 8 յʁ時をおいて 2017 年にೖ本で࠸開され
たʤしͻらく開催されなかったのはۜࣁ上の໲
題と୊⼀世代の⾼ྺԿによるʥ。JAWS の࠸開
を݋͸てジェンダー研究所がΠϟリカからジ
ϣリー・ドーランとϟリッγ・デックϜンʤϜ
リΠン・パリー教授も来ೖ༩定だったが、ѳళ
ޫによりஇ೨したʥを招聘し、国際シンポジウ
ムh なͧΠϟリカで⼥性⼤౹྘はஂ⽣しなかっ
たのかʃ をɦ開催した。130 名を௔える多くの聴衆が集まり⼤੟況だった。このほか、౨ښ౐٠会๜໲や、JAWS

の新ڈϟンバー、ジェンダー研究所の研究者、お茶⼤のӅ⽣らとの研究交流もߨった。この時の成果は 2018

年ߨקのʲジェンダー研究ʳ21  。されたࡎܟのಝ集ʰGender and Political Leadershipʱにߺ

Πϟリカ੕࣑学会にお͜る JAWS HPˢhttps://connect.apsanet.org/jaws/ 

˛JAWS 2018 年度੔Վ 

2018 年 JAWS ʤ୊̗յʥ ʰジェンダーと຿主主ٝʱ nGender and Democracy| 

ʤ8 ⽉ 28 ೖ〜31 ೖ、Ϝγοϣーセッツय、Ϛストンʥ 

2018 年、୊̗յ JAWS がΠϟリカ੕࣑学会のڢ⼒をಚてϚストンで 4 ೖ間開催された。Ϛストンࢤに
あるγフΧーク⼤学のローκンバーグ౨ΠジΠ研究所は、研究集会の場所とϪセプションを఑ڛしてく
れた。今年から୊⼀世代の JAWS ϟンバーはӀୂした形となり、申ⅰᒉʤジェンダー研究所ʥ、ϟリッ
γ・デックϜンがӀき続きフΟシリτーνーとしてࢂՅした以外は、સҽ新しいϟンバーがࢂՅした。 

今յはリンダ・ύスϊϜʤLinda Hasunumaʥʤϔリッジポート⼤学,University of Bridgeport)とࢀӞまり
ʤ上ஒ⼤学ʥがՅわり、Πϟリカ੕࣑学会の国際交流担当の Andrew Stinson のڢ⼒もಚて、Πϟリカ੕
श的にೖธからそれͩれऑ⼿研究࠹。びか͜たݼՅをࢂ学会から、ऑ⼿⼥性研究者に࣑学会とೖ本੕࣑
者を 6 名ͥつ、ܯ 12 名をમൊした。 

τーϜはʰジェンダーと຿主主ٝ ʤɦGender and Democracyʥとして、4 名のフΟシリτーνーが初ೖ
にϪクοϡーをすることで始まった。12 名のࢂՅ者は研究セッションとΠϟリカ੕࣑学会パϋルで、⼥
性運動、⼥性の੕ࢂ࣑ժ、トランスナショナルな⼥性࿊ଵ、リーダーシップ、੕ࢂ࣑Յのジェンダーά
ϡップなどについて研究൅නをߨった。そのほか、ΫϡリΠ形成、ϟディΠと研究൅৶、࿨ชのड़൝な
どについて٠࿨するセッションもઅ͜た。⼥性の੕ࢂ࣑Յに関する⼤وໝな研究をࢩԋしている
ʰBarbara Lee Foundationʱも๜໲しࡔ஄の活動についてうかがった。ʤ۫ର的なスίジϣールは 

https://mk0apsaconnectbvy6p6.kinstacdn.com/wp-content/uploads/sites/22/2019/02/2018-JAWS-detailed-schedule.pdf ʥ 

˛JAWS 2019 年度੔Վ 

JAWS 2018 年のࢂՅ者らがΠϟリカ੕࣑学会で൅නした࿨ชをさらに൅ఴさせ、Πϟリカ੕࣑学会の
学ढ़ࢿࡸʰPSʱに౦ߚした。その内 4 名がࡀ୔されࡎܟ༩定である。また、JAWS 2020 年ʤೖ本ʥに向
͜て、Πϟリカ੕࣑学会のコーディϋーνーとڢ⼒してۜࣁ申੧に取りૌΞだ。  

୊ 8 յ JAWS（2017 ೧）ɼ東京౐٠会๜໲ 

2020 年度 
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˛JAWS 2020 年度੔Վ 

 

2020 年度はೖ本で開催される༩定だったが、ۜࣁ申੧がうまく進まなかったのと、新型コロナウィル
スʤCOVID-19ʥのパンデミックによって移動が੏ݸされ、ೖ本੕࣑学会で JAWS のパϋルをૌΞでオ
ンライン൅නʤ9 ⽉ 26 ೖౖ༷ೖ 13:15~15:15ʥをߨった。ࢂՅ者と൅න࿨ชのνイトルは下ىのとおり
である。 

 

2020 ೖ本੕࣑学会 JAWS パϋルʁIntersectional Perspectives of Crisis Politics 

̏ɿMelissa Deckman, Washington College ʤϟリッγ・デックϜン、ワシントン・カϪッジʥ 

Gender, Age, and Intersectionality in the 2020 Presidential Race 
 

̐ɿછ໼ࡄݰ、⼦߀と஋⼥ڠ同ࢂժ 研修ਬ進センνー・早Ҷీ⼤学 

Impact of COVID-19 on Japanese society: From Gender ˏ Minority Perspective 
 

̑ɿ੤ీ಺ฯ⼦、ෳౣ⼤学 

Gender issues in rebuilding the lives of disaster victims: surveys on post-disaster public housing areas in 
Fukushima prefecture 
 

Chair 

申ⅰᒉ、お茶の⽔⼥⼦⼤学 IGS 

 

Discussants 

෤ీ޼⼦、名ݻԲ⼤学 

本ࢃԟ⼦、お茶の⽔⼥⼦⼤学 
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⾥ AIT────────────────────────────── 

үިླྀϕϫήϧϞ㺀$,7گࡏࠅڦ ϭーέεϥρϕŋ概要 

֋൅ͳジェンダー͹໲ୌをք֐Ͳࣰભ的Ͷ研究ͤΖϕϫήϧϞ 
 
20 年⽬を͓ܶΖگࡏࠅүިླྀϕϫήϧϞ 

AIT ワークショップは、ジェンダー研究所と、νイのΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学ʤAsian Institute of 

TechnologyʤAITʥʥとにより実施されている、国際教育交流プログラムである。 

2001 年に、ジェンダー研究センνーʤݳジェンダー研究所ʥ所଒教ҽと、AITʰジェンダーと開൅ʱ
઒ߊのೖ下෨ښ⼦教授らのਜ⼒によって始められ、2004 年には、本学と AIT との間で⼤学間学ढ़交流
Ͱき、νイخ定にڢ、定が݃ͻれた。以߳ڢ AIT で実施されるワークショップへの本学ദ࢞前期課ఖӅ
⽣を主とするഁݥと、AIT ⼤学Ӆ⽣のೖ本国内での研修ण⼊による、⼤学Ӆ⽣を主ରとした研究交流事
業をほぼຘ年実施している。 

2012 年度からは、AIT ワークショップ・プログラムは、ジェンダー研究センνーがॊ来఑ڛしてきた
⼤学Ӆദ࢞前期課ఖՌ໪ʰ国際ऀ会ジェンダー࿨ԍसʱとしてୱҒ೟定が始まった。2013 年度はγϜー
プログラムを活༽して AIT Ӆ⽣のೖ本国内研修を実施し、2014 年度からは⼤学Ӆദ࢞前期課ఖՌ໪h フ
ィールドワーク๏๑࿨ʱを国内事前研修として取り⼊れた。 

ήϫーώϩ͵ϓΡーϩχͲ͹ཀྵ࿨的ݗ౾ͳࣰભ的ָस 
本教育プログラムʤh 国際ऀ会ジェンダー࿨ԍस ʥɦの໪的は、開൅とジェンダーにかかわるグローバ

ルな課題܊の෾ੵ๏๑や視࠴、海外にお͜るフィールド調査のેخを、実ભ的に学सすることにある。 

⼤学Ӆٝߪの事前学सʤ関࿊機関での調査ʥ、調査してಚたஎ⾒のӵޢによるプϪκンτーション、ๅ
ޢ成のためのٗ能をसಚする。Յえて、ӵࡠ࿨ช࢞成という⼀࿊の調査研究の研修を通して、修ࡠॽࠄ
によるインνビϣー、プϪκンτーション、࿨ชࣧජの܉࿇機会にもなる。 

このようなै実したプログラムを通して、ࢂՅ者は開൅の໲題をジェンダー視点からࡱߡすることの
қٝをൿේ感ְと理࿨的؏点からより਄く೼Ѵすることができるようになる。また AIT に集まるΠジΠ
各国のӅ⽣の೦қある٠࿨スνイルや໲題関ৼの多༹さからܻ࢙をण͜、研究⼿๑やޢ学のϔラッシϣ
Πップへの動機Ͱ͜をಚる。その݃果、研究者としての٠࿨のૌみཱིて๏や調査๏๑、研究Πプローο
について際ཱིったް果がࢂՅ者には⾒られるのであり、本プログラムは⽐ྪのない教育ް果をもってい
ると⾔える。 

2020ڦ 年度㺀$,7 ϭーέεϥρϕŋͶͯ͏て 
新型コロナ感染症֨⼤のため今年度の実施は⾒ૻられたが、AIT ワークショップをめ͛る国際シンポ

ジウムを 2021 年 2 ⽉ 1 ೖに AIT とڠ同でオンライン開催した。࢚会をฑ໼ܛ⼦ʤIGS RFʥがつとめ、
ワークショップ౹ׇの൚井広໎ʤIGS ಝ任ࢥߪʥとೖ下෨ښ⼦ʤAIT 教授ʥがその֕ྲྀを、ワークショ
ップࢂՅ者の⼤ྪ༟يʤϤϋスコ・ΠジΠชԿセンνーʥとλン・οϡンフイʤAIT Ӆ⽣ʥがそのݩܨ
を൅නした。⼤࡜ຓ⼦ʤGender Action Platform 理事ʥによる SDGs と開൅をめ͛るߪԍが続き、⾼নߵ
಺ʤICU ०教授ʥと⼤ܛ࢛ڰʤIGS ०教授ʥのコϟントの後、申ⅰᒉʤIGS 教授ʥがగめくくった。ʤ本
ๅࠄॽ 48 นࢂলʥ  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

7,$ڦ ϭーέεϥρϕգ年度ࣰ੹ 

 
  

実施年度 研修τーϜ 

2001 Gender and Development 
ジェンダーと開൅ 

2002 Gender, Work and Globalization 
ジェンダー、࿓ಉ、グローバリκーション 

2003 Women, Globalization and Home-based Work 
⼥性、グローバリκーション、ࡑ୒࿓ಉ 

2004 Female Migrant Workers' Rights in Thailand 
νイにお͜る⼥性移動࿓ಉ者のݘ利   ʴڢ定గ݃ʵ 

2005 Gender and Development in Thailand: Labor rights and violence against women 
νイにお͜るジェンダーと開൅ʁ࿓ಉ者のݘ利と⼥性に対する๭⼒ 

2006 ʦ実施せͥʧ 

2007 Gender, Rights and Empowerment 
ジェンダー、ݘ利、Φンパワϟント 

2008 Thailand-Japan Interactive Research Actions by Using Gender Perspectives 
ジェンダー視点によるνイ・ೖ本૮ޕ研究 

2009 Gender and Policy: Through Thailand-Japan Interactive Analysis 
ジェンダーと੕策ʁνイとೖ本の૮ޕ෾ੵを通して 

2010 Gender and Social Change: Comparative Analysis of Thailand and Japan 
ジェンダーとऀ会改ַʁνイとೖ本の⽐較෾ੵ 

2011 Gender and Disaster 
ジェンダーと֒ࡄʦಝพプログラムʁ本学でのシンポジウム開催ʧ 

2012 Sexuality 
セクシϣΠリτィ 

2013 Global Justice, Women’s Health and Prostitution 
グローバル・ジϡスτィスʁ⼥性の݊߃とജॡ 

2014 1) Sexuality, 2) Gender and Poverty, 3) Education and Empowerment 
1ʥセクシϣΠリτィ、2ʥジェンダーとස困、3ʥ教育とΦンパワϟント 

2015 Labor, Sexuality and Empowerment 
࿓ಉ、セクシϣΠリτィ、Φンパワϟント 

2016 Labor and Association from Gender Perspective 
ジェンダー・パースϘクτィϲから⾒た࿓ಉとૌ৭ 

2017 Sexual minority and migrant workers from gender perspectives 
ジェンダー視点から⾒たセクシϣΠル・Ϝイόリτィと移े࿓ಉ者 

2018 Power and Sexuality from Gender perspectives 
ジェンダー・パースϘクτィϲから⾒たݘ⼒とセクシϣΠリτィ 

2019 Gender and Empowerment in Urban Space 
౐ۯࢤ間にお͜るジェンダーとΦンパワーϟント 
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ジェンダー研究所事業報告書 

7,$ڦ ϭーέεϥρϕգ年度ࣰ੹ 

 
  

実施年度 研修τーϜ 

2001 Gender and Development 
ジェンダーと開൅ 

2002 Gender, Work and Globalization 
ジェンダー、࿓ಉ、グローバリκーション 

2003 Women, Globalization and Home-based Work 
⼥性、グローバリκーション、ࡑ୒࿓ಉ 

2004 Female Migrant Workers' Rights in Thailand 
νイにお͜る⼥性移動࿓ಉ者のݘ利   ʴڢ定గ݃ʵ 

2005 Gender and Development in Thailand: Labor rights and violence against women 
νイにお͜るジェンダーと開൅ʁ࿓ಉ者のݘ利と⼥性に対する๭⼒ 

2006 ʦ実施せͥʧ 

2007 Gender, Rights and Empowerment 
ジェンダー、ݘ利、Φンパワϟント 

2008 Thailand-Japan Interactive Research Actions by Using Gender Perspectives 
ジェンダー視点によるνイ・ೖ本૮ޕ研究 

2009 Gender and Policy: Through Thailand-Japan Interactive Analysis 
ジェンダーと੕策ʁνイとೖ本の૮ޕ෾ੵを通して 

2010 Gender and Social Change: Comparative Analysis of Thailand and Japan 
ジェンダーとऀ会改ַʁνイとೖ本の⽐較෾ੵ 

2011 Gender and Disaster 
ジェンダーと֒ࡄʦಝพプログラムʁ本学でのシンポジウム開催ʧ 

2012 Sexuality 
セクシϣΠリτィ 

2013 Global Justice, Women’s Health and Prostitution 
グローバル・ジϡスτィスʁ⼥性の݊߃とജॡ 

2014 1) Sexuality, 2) Gender and Poverty, 3) Education and Empowerment 
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2015 Labor, Sexuality and Empowerment 
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ジェンダー・パースϘクτィϲから⾒た࿓ಉとૌ৭ 
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2018 Power and Sexuality from Gender perspectives 
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2019 Gender and Empowerment in Urban Space 
౐ۯࢤ間にお͜るジェンダーとΦンパワーϟント 
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国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

㸲㸧INTPART  ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
国際దർֳ研究ͳͨの࠹৿成Վを研究گүにԢ༽ͤΖ国際ڠಋۂࣆ 

 
˛֕གྷ 

όルウェーリγーοカウンシルの国際ڠ同研究ঁ成ۜ International Partnerships for Excellent Education, 

Research and InnovationʤINTPARTʥによる、Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality 

and DiversityʤNJ_BREGEDʥプロジェクト。όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥのジェンダー研究セン
νーと IGS とで、2019〜2021 年度の 3 年間にわたって、教ҽ・研究者・Ӆ⽣の૮ݥഁޕおよび、όルウ
ェーとೖ本のジェンダーฑ等、ダイバーシτィについての⽐較研究、研究教育、セミナーやワークショ
ップの開催などを進め、ڠ同研究の成果をॽ੸としてߨקする。 

 

 

˛ϕϫジェέφߑ成（૮ޕに࿊ͤܠΖ 6 ͯのϭーέϏρίージ（:3）） 
:31 ϕϫジェέφ؇ཀྵʁNTNU とお茶⼤の代නが⾼⽔६の⽣ࢊ性と૓ଆ性を担ฯ。 

 。うߨ外研究をࡑして教育交流やࡑ研रʁྈ⼤学のӅ⽣、教ҽ、研究者がパートナー⼤学に଼֐ࡑ 32:

:33 院ਫ਼ڠಋࢨ಍ʁྈ⼤学の教ҽが、⼤学Ӆ⽣の研究プロジェクトのڠ同指導をߨう。 

 。Ͱく国際的な教育プログラムを開൅خүʁ࣯の⾼い研究にگ׷ಋΩϨΫϣϧϞ開発ͳި߻ 34:

 プロジェクトߨקʁΠンλロジー࠷ϭーέεϥρϕの開࣏ಋड़൝ͳ೧ڠ 35:

 ʁޮ開イϗントの開催などプロジェクト成果の൅৶࠷ͳιϝψー開ٶๅ・成Վ෕߁ 36:

 
 
˛2020 ೧ౕϕϫジェέφϟンώー 
ʮ1718ʯ 
グロ・クリスτンセンʤ教授ʁプロジェクトϜϋージϡーʥ 

ジェωフΟー・ϔロンラʤポスドク研究ҽʁプロジェクトコーディϋーνーʥ 

プリシラ・リングローθʤ教授ʥ 

シリ・ΦイスϪϚ・λϪンセンʤジェンダー研究センνー⻑・教授ʥ 

ʮ,*6ʯ 
⽯井クンツ昌⼦ʤIGS  ҽ研究ҽ／名誉教授／ཱི教⼤学ಝ任教授ʁ本学ଈ代නʥٮ

୫ཇ⼦ʤIGSރ 所⻑／ײخ研究ӅਕชՌ学ܧ教授ʥ 

ঘ྆ۆ⼦ʤIGS 研究ҽ／ײخ研究Ӆਕ間Ռ学ܧ教授ʥ 

ઍഀ༟Յ཮ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ඔʤIGSޮݬ٤ ಝ任リγーοフェローʁ事務ۃʥ 

নీデϪクʤ国際教育センνーࢥߪʥ 

佐໼७⼦ʤIGS 研究ڢ⼒ҽ／ܜጱٝग़⼤学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センνーಝ任ࢥߪʥ 

 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

˛2020 ೧಼ౕۂࣆ༲ 
新型コロナウィルス感染症流ߨの影響をण͜ての、⼤学閉鎖、ड़⼊国੏ݸは、研究者と⼤学Ӆ⽣の૮ޕ
ժしܯ、に重きをおく本プロジェクトにも多⼤な影響をおよぼした。パンデミックが⻑期Կする中ݥഁ
ていた事業のうち、国際シンポジウム・ワークショップ、インνビϣー調査など、可能なものは実施形
態をオンラインにรߍし、状況にଉした国際的な研究交流の๏๑を੷ۅ的に導⼊した。 

 

ᶅΨンϧ΢ン国際εンϛジΤϞ「ฑ౵国ՊόϩΤェーの「γέιススφーϨー」」の開࠷ 
当初は 4 ⽉の NTNU 研究者の来ೖ時に実施༩定であったイϗントプログラムをรߍし、11 ⽉にオンラ
インでೖ本とόルウェーをܪいでの国際シンポジウムを開催した。ʨ本ๅࠄॽ 45 นࢂলʩ 

ʴ開࠷ೖ࣎ʵ 2020 年 11 ⽉ 30 ೖʤ⽉ʥ17:00~18:30ʤೖ本時間ʥ9:00〜10:30ʤόルウェー時間ʥ 
ʴ開ࣞܙ࠷ʵ Zoom Webinar 
ʴخ௒講ԍʵプリシラ・リングローθ 
ʴυΡスΩργンφʵރ୫ཇ⼦、নీデϪク 
ʴϏϋϨスφʵグロ・クリスτンセン、シリ・ΦイスϪϚ・λϪンセン 
ʴ࢚会ʵઍഀ༟Յ཮ 
ʴ開会ѭࡲʵインΪ・M・W・ωーύϜルʤளೖόルウェー⼤࢘ʥ 
ʴ開会ѭࡲʵ佐々⽊泰⼦ʤお茶の⽔⼥⼦⼤学理事・副学⻑、グローバル⼥性リーダー育成研究機構⻑ʥ 
ʴถ会ѭࡲʵ⽯井クンツ昌⼦ 

 
ᶆॽ੸ߨקϕϫジェέφ 
ウェϔ会٠シスτムを活༽して、インνビϣー調査、ワークショップ、Φディνーミーτィングを実施
し、༩定されていたスίジϣールを⼤きくรߍすることなく、国際⽐較研究のΠンλロジーड़൝に向͜
たࡠ業が進められた。 
 
D）国際ർֳ研究௒ࠬ 
前年度຦に各研究者がࡠ成したΠϔストラクトにخͰき、ࣧජহごとのڠ同研究οームがฦ成されて研
究調査が開始された。国際・国内ともにਕ的移動をすることが困難になったため、インνビϣー調査や
研究会٠にはウェϔ会٠シスτムなどを活༽するなどし、グローバルなパンデミックという状況に対Ԣ
しつつ研究調査活動が進められた。 

 
E）ϭーέεϥρϕ 

୊ 1 յ 10 ݆ 19 ೖʁ4	$ ιρεϥン 

初めてࣧජ者સҽがاを߻わせる機会となったこのセッションでは、各হのࣧජ者からは研究調査とࣧ
ජの進ṁ৚ๅについてのๅࠄがあり、Φディνーたちからは、ड़൝ةժॽへのड़൝ऀからのߪ඲につい
てのๅࠄがあった。それに続く࣯ٛԢ౶も؜め、セッションસରを通ͣて、Πンλロジーのฦ集๏ਓと
以߳のスίジϣール৚ๅが༙ڠされた。 

୊ 2 յ 12 ݆ 15 ೖʁ୊ 1  ඲会߻ߚ
୊ 1 の఑ड़後に開催されたこのセッションは、ࣧජ者をߚ 3 グループに෾͜、ޕいの࿨ชをಣΞでߪ඲
をफ़΄あう߻඲会。Φディνーからのߪ඲も؜め、1 本 1 本の࿨ชに対して஺ೣなコϟントがड़された。 
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国際దർֳ研究ͳͨの࠹৿成Վを研究گүにԢ༽ͤΖ国際ڠಋۂࣆ 

 
˛֕གྷ 

όルウェーリγーοカウンシルの国際ڠ同研究ঁ成ۜ International Partnerships for Excellent Education, 

Research and InnovationʤINTPARTʥによる、Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality 

and DiversityʤNJ_BREGEDʥプロジェクト。όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥのジェンダー研究セン
νーと IGS とで、2019〜2021 年度の 3 年間にわたって、教ҽ・研究者・Ӆ⽣の૮ݥഁޕおよび、όルウ
ェーとೖ本のジェンダーฑ等、ダイバーシτィについての⽐較研究、研究教育、セミナーやワークショ
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F）ΦυΡνーϝーτΡンή 
⽯井クンツ昌⼦、プリシラ・リングローθ、グロ・クリスτンセンの 3 名のΦディνーは、સରで 16 হ、
ࣧජ者 21 名となるΠンλロジーߨקプロジェクトのリーダーである。Φディνーたちはළൡにウェϔ
会٠を開催し、ฦ集๏ਓ、スίジϣール、໪࣏構成の決定、Routledge ऀとの交মをすすめ、ड़൝ܘ༁を
గ݃するにࢺった。また、ワークショップの運Өや各হの࿨ชの査ಣも担当している。 
 
ᶇϕϫジェέφΤェϔγ΢φ KWWSV���LQWSDUW�LJV�LQIR�のޮ開 
2020 年 8 ⽉にプロジェクトの新અウェϔγイトをޮ開した。本プロ
ジェクトの開始にࢺるܨҤから࠹新৚ๅまで、ೖ本ޢとӵޢで৚ๅ൅
৶する。 

 
ᶈ⼤学院ਫ਼の֐ࡑ研र 
本学、NTNU ともに、2020 年度のࡑ外研修にࢂՅする⼤学Ӆ⽣のમߡ
は 2019 年度中に׮྅しており、年度初ಆから、それͩれోߦに向͜
た६ඍを進めていた。しかし、新型コロナウィルス感染症の国際的な
流ߨの影響により、年度内のࡑ外研修は実ݳできなかった。本学のࢂ
Յ༩定者については、要݇をຮたすݸり、2021 年度のプログラムࢂՅ
も可能としている。 
 

ᶉϕϫジェέφ会٠のࣰࢬ 
本学の INTPART ϟンバーがड़ੰする⽉例ミーτィングならびに NTNU のϟンバーとのミーτィングを
ウェϔ会٠形ࣞで実施した。 

 

˛2020 ೧ౕۂࣆ成Վ 
国際移動が੏ݸされたこともあり、Πンλロジーߨקプロジェクトに⼒を஭͛ 1 年となったが、その

ための調査ڢ⼒やڠ同研究グループ内での研究会٠などで、研究者同࢞のコミϣωίーションが活൅に
Յのワークショップの実施や、ϟーリングリストによࢂわれたことは⼤きな成果である。また、સҽߨ
るްི的かつ੷ۅ的な৚ๅ༙ڠなど、Φディνーたちのリーダーシップにより、ॽ੸ड़൝に΋͜たࣧජ
者સҽの݃଍がਦられた。݃ 果として、ೖ本とόルウェー間のߨき来ができなくなるという状況下でも、
実࣯的な交流の਄Կが実ݳできたとߡえている。ࣧජ者たちはこうした活動の成果をྒに、各々の࿨ช
の٠࿨をै実させ、׮成させるࡠ業に取りૌΞでいる。 

オンライン開催した国際シンポジウムは、όルウェーのジェンダーฑ等の状況について学びつつ、ೖ
本のݳ状をߡ࠸するプログラムであった。国内外から 100 名を௔えるࢂՅ者があり、ウェビナー形ࣞで
のイϗント開催による国際的な対࿫の൅ఴの可能性を実感する機会にもなった。 

国際的な教育・研究交流のす΄てが、インνーϋット利༽で代替できるわ͜ではなく、ಝに、ࢂՅ者
の決定していた⼤学Ӆ⽣の૮ݥഁޕプログラムが実施できなかったのは࢔೨である。状況が改善するま
でԈ期という形で६ඍ態勢をとりつつ、⼀ೖも早く国際移動が࠸開されるೖが来ることを願っている。 

2021 年度は本 INTPART プロジェクトにとって࠹श年度になるが、これまでに੷み重͸てきた実੹を
さらに൅ఴ、ै実させて、গ来につながる成果とする所ଚである。  

ϕϫジェέφΤェϔγ΢φφρϕϘージ 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 
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■ 2020 年度 ք͖֐Δ͹ডᡊ研究ं 

�ࠚ࢔ࢽ࢔ࢭ࣭࢜࢔ࢪ࢔࠙

ೖ下෨ښ⼦ʤΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学・νイʥ 

国際シンポジウムʰ開൅・教育・ジェンダー ʤɦ48 นࢂলʥ 

λン・οϡンフイʤΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学・νイʥ 

国際シンポジウムʰ開൅・教育・ジェンダー ʤɦ48 นࢂলʥ 

㗂Շྴʤ国ཱིୈ࿹⼤学・ୈ࿹ʥ 

IGS セミナーʰData Reporting as Care Infrastructure ʤɦ51 นࢂলʥ 

デϚラ・デンプシーʤスウィンバーン޽Ռ⼤学・オーストラリΠʥ 

IGS セミナーʰFamily Building by Donor Conception and Donor-linking ʤɦ55 นࢂলʥ 

Πω・ウィダϢω・スοプトʤインドϋシΠ⼤学・インドϋシΠʥ 

IGS セミナーʰインドϋシΠでՊ事࿓ಉ者をૌ৭Կすること ʤɦ68 นࢂলʥ 

�

�ࠚࣃࢵ࣮ࣟࣚ࠙

プリシラ・リングローθʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学・όルウェーʥ 

INTPART プロジェクトʤ96〜98 นࢂলʥ 

国際シンポジウムʰThe Egalitarian Norway ʤɦ45 นࢂলʥ 

グロ・コースωス・クリスτンセンʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学・όルウェーʥ 

INTPART プロジェクトʤ96〜98 นࢂলʥ 

国際シンポジウムʰThe Egalitarian Norway ʤɦ45 นࢂলʥ 

シリ・ΦイスϪϚ・λϪンセンʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学・όルウェーʥ 

INTPART プロジェクトʤ96〜98 นࢂলʥ 

国際シンポジウムʰThe Egalitarian Norway ʤɦ45 นࢂলʥ 

 ʤδルツϔルク⼤学・オーストリΠʥ⼦ߵ࡜ࣲ

IGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

 

࠙໭⡿ࠚ�

Ϝウラ・スτィーϔンス・οϣʤύワイ⼤学・ธʥ 

IGS セミナーʰ⽉ܨ教育と⼥性の⽣֖の݊߃ ʤɦ62 นࢂলʥ 

૧内চ⼦ʤラバル⼤学・カナダʥ 

IGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 
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教育プロジェクト 
 

 

̏ʥ઒任・ಝ任教ҽ担当ߪ  ٝ
 

̐ʥ2020 年度修࢞࿨ชദ࢞࿨ช要ࢭ 

 

国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

■ 2020 年度 ಼ࠅডᡊ研究ं 

ຓ⼦ʤ関੤学Ӆ⼤学ほかʥ国際シンポジウムʰ開൅・教育・ジェンダー࡜⼤ ʤɦ48 นࢂলʥ 

⾼নߵ಺ʤ国際خಞ教⼤学ʥ国際シンポジウムʰ開൅・教育・ジェンダー ʤɦ48 นࢂলʥ 

௱৪あͰみʤ໎࣑学Ӆ⼤学ʥIGS セミナーʰData Reporting as Care Infrastructure ʤɦ51 นࢂলʥ 

൩ඎਇي⼦ʤ⼀ڰ⼤学ʥIGS セミナーh ธ国移຿؇理Ϫジーム下でのトランスナショナルなऀ会ۯ間の࠸ฦʱ
ʤ53 นࢂলʥ 

⼤໼੡ྒྷʤೖ本学ढ़৾ڷ会ಝพ研究ҽ RPDʥIGS セミナーʰธ国移຿؇理Ϫジーム下でのトランスナショナ
ルなऀ会ۯ間の࠸ฦ ʤɦ53 นࢂলʥ 

ฤࢃѧنʤᘒڢ⼤学ʥIGS セミナーʰϲΟージωΠ・ウルフのフェミωθム ʤɦ57 นࢂলʥ 

ґీٳඔ⼦ʤ⼤ࡗැཱི⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ґ౽るりʤ௣ీग़⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

定নชʤܛચ⼥学Ԅ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ঘϴ୫એุʤフェリス⼥学Ӆ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

中⼒えりʤ࿪ޭ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ʤ⼤⽉୻期⼤学ʥIGSࢮ理࡜ٸ セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ঘ井ౖঞ޼ʤ⼀ڰ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ਁએߵ⼦ʤ同ऀࢦ⼤学ʥIGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ΋ ʤɦ59 นࢂলʥ 

ਁ໎⼦ʤযೈי૖ҫྏ⼤学ʥIGS セミナーʰ⽉ܨ教育と⼥性の⽣֖の݊߃ ʤɦ62 นࢂলʥ 

後౽ߔ⼦ʤ๑੕⼤学ʥIGS セミナーʰϔリτンにお͜るフランスַໍ࿨૬ ʤɦ66 นࢂলʥ 

ഗ֠એਚʤ੪ࢃ学Ӆ⼥⼦୻期⼤学ʥIGS セミナーʰϔリτンにお͜るフランスַໍ࿨૬ ʤɦ66 นࢂলʥ 

ཱིઔ ݁ʤ成৕⼤学ʥIGS セミナーʰϔリτンにお͜るフランスַໍ࿨૬ ʤɦ66 นࢂলʥ 

ʤ๑੕⼤学ʥIGSݫ ௫ݚ セミナーʰϔリτンにお͜るフランスַໍ࿨૬ ʤɦ66 นࢂলʥ 

リοϡ・オーリʤએཁ⼤学ʥIGS セミナーʰGender MattersʁBeing a Foreign Academic in Japan ʤɦ70 นࢂলʥ 
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